


聖 徒 の 道1988年2月 号
本書は｢エンサイン｣｢ニューエラ｣｢フレンド｣の記事

を抜粋した,末 日聖徒イエス･キ リスト教会の公式

刊行物です。本書は以下の言語で出版されています。

月刊一 イタリア語,英 語,オ ランダ語,サ モア語,

スウェーデン語,ス ペイン語,中 国語,韓 国語,デ

ンマーク語,ド イツ語,ト ンが語,日 本語,フ ィン

ランド語,フ ランス語,ボ ルトがル語,ノ ルウェー

語。隔月刊一一インドネシア語,タ イ語,タ ヒチ語。

季刊 アイスランド語。

● も く じ

天 の家･ 永遠の家族 卜一 マ ス･S･モ ン ソ ン 2

II

家庭訪問メッセーシ

｢愛は 寛容で あ リ
,愛 は情深 い｣ 7

大 管長会:エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ンソ ン,ゴ ー ドン･

B･ヒ ンクレ ー,ト ーマ ス･S･モ ン ソン

十=:使 徒定 員会:マ リオン･G･[]ム ニー,ハ ワー

ド･W･ハ ンタ ー,ボ イ ド･K･パ ッ カー,マ ー

ビン･J･ア シュ トン,L･ト ム･ペ リー,デ ビ

ッド･B･ヘ イ ト,ジ ェ ームズ･E･フ ァウ ス ト,

ニ ール･A･マ ック スウ ェル,ラ ッセル･M･ネ

ル ソン,ダ1リ ン･H･オ ーク ス,M･ラ ッセル･

バ ラー ド,ジ ョセフ･B･ワ ー ス リン

顧問:ヒ ュ ー･W･ピ ノック,ジ ー ン･R･ク ック,

ウ ィリア ム･R･ブ ラ ッ ドフォー ド,キ ー ス･W･

ウ ィル コックス

編集長:ヒ ュー･W･ピ ノ ック

教会機 関誌 ディレ クタ ー:ロ ナル ド･L･ナ イ トン

編集 主幹:ラ1り 一･A･ピ ラー

編集 副主 幹:デ ビッ ド･ミ ッ チェル,ジ ャ ン･U･

ピンボ ロー

編集 主幹補 佐:ア ン･レ ム し1ン

子供 の頁編 集:ダ イ アン･ブ リンク マン

レ イアウ ト/デ ザ イ ン:N･ケ イ･ス テ ィーブ ン

ソン,シ ャ リ･ク ック

制作:レ ジナル ド･｣･ク リス テン セン

マー ケテ ィング･マ ネ ージ ャー:ト ーマ ス･L･

ピータ ーソン

モルモ ン経が与えて くれるもの

確かな証 ア ー デ ス･G･カ ツプ 8

私の人生を変えた書物
け.引

シ ョセ ブ･G･C･シ ュ ン 9

｢助 け て …… ,そ して 子供 たち をお守 リくだ さい。｣ メ ット･ハンセ ン 12

赦しについて子供 に教える 両親へのガイ ド 15

質疑応答 18

真の偉大さ ハ ワ ー ド。W･ハ ン タ ー 20

ニ ー ファイ と荒野 への旅

25学術調査とモルモン経

ポル 卜力'ルの聖 徒たち ドン･L･サ ー ル 27

末日の女性

ル ビァン･セ クイ

■

ジャン･ア ンダー ウ ッド･ピンボ ロー 35
聖徒 の道1988年2月 号 第32巻 第2号

発行所 末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会

〒106東 京 都港 区南麻 布5-10-30

電話03-44G-2351

∈口刷所 株 式会社 精興 社

定 価 年 間予約/海 外 予約2.200円(送 料共)

半年 予約1.100円(送 料共)

普 通号150円,大 会号(1,7月 号)350円

InternationalMagazinesPBMA8802JA

PrintedinTokyo,Japan.

Copyrightｩ1988 .bytheCorporationofthe

PresidentoftheChurchofJesusChristofLatter

daySaints.Allrightsreserved.

●定 期講読 は,｢聖 徒 の道予 約 申 し込 み用紙｣で お申

し込 み になるか,ま たは現 金書留 か郵 便振 替(口 座

名/末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教 会 振替 口座番 号

/東 京0-41512)に て管理 本部 経理 課 へ ご送 金い ただ

ければ,直 接郵送 い た します。●｢聖 徒 の道｣の お

申 し込 み先 …〒106東 京都 港 区南 麻 布5-10-30管

理本 部経理 課倉03-440-2351(代 表)●｢聖 徒 の道｣

の配 送 につ いて の お問 い合 わ せ… 〒194東 京 都町 田

市小 川1704-1/末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会 資

材管 理部配 送 セン ター費0427-96-2820

結婚生活
■

r スティーブ･F･ギ リラ ンド 38最優先にすべき人はだれ?

. .若人のため に･

みたまと自由意志 グ レン･L･ペ イ ス 42

建築活動で築いた証 47

各 地 のた よ リ ー

子供のページ(別 冊付録)
･｢

わたしはだれで しょう?/お もちやはこ 2

信こうで動 くリアホナ 4

PublishedmonthlybytheCorporationthePresidentof

TheChurchofJesusChristofLatter･daySaints.Appli･

cationtomailatsecondclasspostageratesispendingat

SaltLakeCity,Utah.Subscriptionprice$9.00ayear.$1.

00persinglecopy.Thirtydays'noticerequiredfor

changeofaddress.Whenorderingachange,include

addresslabelfromarecentissue;changescannotbe

madeuniessboththeoldaddressandthenewareinclud･
､O

ed.SendsubscriptionsandqueriestoChurchMagazines,

50EastNorthTempleStreet,SaltLakeCity,Utah

84150,UnitedStatesofAmerica.Subscriptioninforma-

tiontelephonenumber801-531-2947.

POSTMASTER:Sendform3579to"SeitonoMichP'at

50EastNorthTempleStreet,SaltLakeCity,Utah

89150,UnitedStatesofAmerica.

一...一.

日記をつける 6

わた しの日記 し.･.
.一

8

■

.
･輩1訊⊇!.lr｢1.

,､.1.rl.

醜.薫1･

譜

瓢 旨l

I

一一

一 一 一 一
囲｣.

..凱 職II,11耀

.....離1.,..1･1..1.3.,.1.こ..1..1｢1.II.II...1.｣=.皇.I
II

...

.1:..造.
瑠..謬
一･
.1.....1･..に.誹..･1`i･..･こ1.i..1一L...F.1 .

騰 一
1轟
II.紐 旨.1.｣

灘 .｢..1]巳1..IIILI.1.閲..
.鵬鵬 謂評.1.1.

一.

..

1張.il噺.南四.望･｣...1...一

一 一一

画説1.1.
..





鞭

　　

轟
轟
響

輝

韓

1締

端

雛轍
轍

轟

轟

天の家

永遠の家族』

1讐

饗

糠

轟

轟1

轟I
I勲
蝦一

礁

1轟

第二副管長

卜一 マス ・S・モ ンソ ン

I

l卯一，

1轡

鰹

嚇

家
庭 は正しい生活の基であり， その

大切 な働 きに取 って代わることが

できるものはほかに何 もないということ

を，私 たちは歌や話などを通 してよく思

い起 こします。

家 は，木，石，コンク リー トなどで造

られますが，家庭を築 きあげるのは，愛，

犠牲，お互いの尊敬の念です。家族 を守

る家はまさしく安 らぎの場 と言うことが

できます。家族 には大家族 もあれば，小

さな家族 もあります。年齢構成の高い家庭

もあれば若い家庭 もあ ります。よい状態

の家庭 もあれば，疲労，怠惰，堕落の徴

候が出ている家庭 もあ ります。父親，母

親，息子，娘 が皆そろっている家庭 もあ

れば， ひとりだけという家庭 もあります。

しか し家庭 は永遠のものであ り，決 し

て絶 えることはあ りません。

主に学ぶ

自分の家庭 を築 く準備 をしている人，

また現在の家庭 をもっと天国に近いもの

にしようと考えている人 も含めて，私た

ちは皆主に学ぶことができます。主 は偉

大な設計士であ り，これまでにも私 たち

にどのように家 を建てた らよいか を教 え

てくださいました。

今私 たちが畏敬の念 を込 めて聖地 と呼

ぶ地域の村 や町のほこ りにまみれ た道 を

歩 いた り， ガ リラヤ湖 のほとりで弟子 た

ちに教 えを説いたときに，主はたとえ話

や人々がよく知 っている言葉を用いて話

されました。特 に家 を建 てることを引 き

合いにして話をされたことは何度 もあり

ます。「おおよそ，…・一内わで分 れ争う町

や家は立 ち行かない。」(マ タイ12：25)

後 の時代 にも次のような警告 をしておら

れます。「見 よ，わが家は秩 序の家にして

混乱 の家 にあ らず……。」(教 義 と聖約

132：8)

1832年12月27日 に オハイオ州 カー トラ

ンドで，予言者 ジョセフ ・ス ミスを通 し

て与 えられた啓示の中で主はこう勧告 し
なんじ

ておられます。 「汝 ら組織 して必要 なる
ととの しか

物をことごとく調 えよ。而 して，祈 りの

家，断食の家，信仰 の家，学問の家，栄

光 の家，秩序の家，神の家なる一つの家

を建 つべ し。」(教 義 と聖約88：119)

賢明 な方法で， また問違 いのない家造

りをするための設計図として， これ以上

に確 かなものをほかに見つけることがで

きるでしょうか。 このような家こそ， マ

タイの記録 の中に書かれている「岩の上」

に建 てられた家 と言 えるのではないで し

ょうか。 このような家は，問題の多い現

代 の世の中ではごく普通 のことになって

いる苦難 の雨，敵意 の洪水，疑 いの風に

遭遇 して も，決 して倒れることはあ りま

せん。(マ タイ7：24-25参 照)

しかし，中にはこう言 う人がいるかも

しれません。「この啓示は神殿の建設につ

いて与 えられた もので，家庭生活 とは無

関係ではないで しょうか。」

そのような人にはパウロの言葉 をもっ

て答えたいと思います。彼はこう宣言 し

ています。「あなたがた は神の宮であっ
み たま

て ， 神 の 御 霊 が 自分 の う ち に宿 っ て い る

こ と を知 ら な い の か 。」(1コ リ ン ト3：

16)
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主が書 かれた設計図に従って，自分 の

家を築こうではありませんか。 そうすれ

ば私 たちは確 かに家 を造 ることができる

のです。 ここで家を建て始めるに際 して

踏 まえておくべき神 の導き，人生の教訓，

問題 となる事柄 についていくつか考 えて

みたいと思 います。

ひざ まずき祈 る

ダビデの子であ り，イスラエルの王で

尋1

灘
鰻

灘'1罐 ㌶
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もあったソロモンは次のように言ってい

ます。「心 をつ くして主に信頼せ よ，自分

の知識 にたよってはならない。

すべての道で主を認めよ，そうすれば，

主はあなたの道 をまっすぐにされ る。」

(箴言3：5-6)

ア メ リカ大陸 において も，二一ファイ

の兄弟ヤ コブが次のように宣言 していま

す。「心 を堅 く保 って神 を頼 み，固く信 じ

て神 に祈れ。」(モルモン経ヤコブ3：1)

，'

怠

，堅

慧 …嚢

1購

神 から与 えられたこの勧告 は，乾 き切

った大地を潤す清水 のように，現代の私
いや

たちの渇 きを癒 して くれ ます。私たちは

実 に多くの困難な問題 を抱えた時代 に生

きているのです。

世界中の病院 は， 肉体的な病気だけで

な く，心の病 を持 った人々で満ちあふれ

ています。人々は自分 で問題 を解決する

ことができず，離婚裁判所は多忙 を極め

ています。 また企業の人事担当者や苦情

処理委員会な どに持 ち込 まれる相談件数

もかなりの数 に上っています。

ある会社の人事部 で小 さな苦情の処理

を担 当している人がいます。彼の机の上

には，相談者の目につ くように，「あなた

は祈 りましたか?」 と書 いた小 さなプ レ

ー トが置いてあ ります。彼 自身は気がつ

いていないようですが，この言葉は問題

解決，苦 しみの軽減，過ちの防止， また

人の心 に安 らぎと喜 びをもたらすという

点 において， ほかのいかなる方法 にも勝

るす ぐれた勧告 を与えているのです。

合衆国のある著名な判事が，「私たちは

一市民として犯罪や違法行為 を減 らし
，

家庭や国家全体 に平和と喜 びをもたらす

ために何ができるでしょうか」 という質

問を受けたことがあります。彼はよくよ

く考 えてからこう答 えました。「昔ながら

の家族の祈 りを復活 させることではない

で しようか。」

皆 さんは， この教会では家族の祈 りが

決 して古 くさい時代遅れの習慣 になって

いないという事実 に感謝 しておられるで

しょうか。 この世の中に，家族が共 に祈
ささ

りを捧 げている光景 以上に美 しいものは

あ りません。「共に祈る家族 はいつまでも

離れることがない」 という格言の中には，

確 かに深 い意味があります。

主は私 たちに家族の祈 りをするように
なんじ

命 じ，次のように言っておられます。「汝

らの妻子が祝福を受 くるよう，たえずわ

が名 によ りて家族 の祈 りを御父 に捧 げ

よ。」(IIl二 一 ファイ18：21)

ここで家族 が共に祈 りを捧げる典型的

な末 日聖徒の家庭をちょっとのぞいてみ
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たいと思います。父親 と母親， そして子

供 たちが皆 ひざまず き，頭 を垂れて， 目

を閉 じています。 そこには愛 と一致と安
ゆ

らぎの精神 が満ちあふれています。小 さ

な子供 が，父 さんが正 しい行ないをし，

主の戒 めに忠実であるようにと祈 りまし

た。かわいい息子 のそのような祈 りを聞

いて，誇 らしい気持 ちを感 じない父親 が

いるで しょうか。 やさしい母親が，娘 が

霊感 によって伴侶 となる人 を選び，神殿

結婚 にふさわ しい備 えがで きるようにと

祈 りました。最愛の母親が謙遜 にそう祈

るのを聞いて， その意 に添 いたいと思わ

ないような娘がいるで しょうか。ふさわ

しい生活をし， いつか主の使いとして伝

道 に出ることができるようにとの家族の

祈 りを聞いた子供たちは， きっとよい宣

教師になろうという強 い望 みを抱いた若

人に成長 していくことでしょう。

家族 の祈 り，個人の祈 りをするときは，

神への信頼 と信仰が必要です。常 に祈 り

なさいという勧告 にあまりよく従 ってい

ない人は，今 からすぐに祈 りを始 めるよ

うにしてください。祈 りは人間の弱 さを

示すものと考 えている人がいるかもしれ

ませ ん。そのような人は，祈 りを捧げる

ときにこそ人は最 も強 くなるということ

を心 に銘記 すべきです。

真濃灘誰 傷 辮 霧
呼びか けをしτのかなけれ、ばな りません。

聖徒の道/198a年2月 号

自発 的な奉仕

奉仕 について も，主の生涯の中にその

模範 を見ることができます。地上で人々

に導きと教 えを施 してお られたときの主

は， まさしくまばゆいばか りに愛の光を

放 ってお られ ました。主は，手足の不 自
いや

由な人々を癒 し， 目の不 自由な人を見え

るようにし，耳の不 自由な人に聞 く力を

与え，死んだ人を生 き返 らせました。

主が語 られたたとえ話には力があ りま

す。 よきサマリヤ人のたとえ話の中では
かんいん

隣人愛 を説 き，姦淫 の罪 を犯 して捕 らえ
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られた女性 に対 しては慈悲 を示 し，それ

を通 して，思いやりををもって人を理解

することの大切 さを教 えられました。 ま

たタラントのたとえ話の中では， 自分 を

高め，完成に向けて努力するように教 え

ておられます。私 たちは主の教 えに従 え

ば，永遠 の家庭 を築 く責任をもっとよく

果たせるようになるはずです。人を高め

ようとする人は，ほかの人 にもたれかか

るようなことはしません。 また，主 のみ

こころを行なう人は，神 のみ言葉に疑い

を抱いたりはしません。人 に仕 えようと

する人には，不満 を募 らせてやけを起 こ

してし.)るような時間はあ りません。

自発的な奉仕 の模範 は，現在 の予言者

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長 とその

ご家族の中にも見 いだす ことができます。

ベンソン大管長はご自分のお父.さんが宣

教師に召 されたときのことを教会幹部 に

話されたことがあ ります。ベンソン大管

長のお父さんは，妊娠 中の奥 さんと7人

の子供，農場 などすべての ものを後 にし

て伝道に出たといいます。では，彼 はそ

れで何かを失ったので しょうか。ベンソ

ン大管長 のお母 さんはよく子供たちを台

所のテーブルの周 りに集 め， ゆらめくラ

ンプの光 の中で夫からの手紙 を読み聞か

せました。 あふれる涙 をぬぐうために，

手紙を読む声が何度 も途切れ ました。 こ

の結果 はどの ようなものだったで しょう

か。後 に，子供 たちは皆伝道に出 ました。

しかも皆 自発的に出たのです。

道をそれた人 々 に手 を差 し伸 べる

人生を送っていくうちに，道をそれて

いく人々がいます。永遠の生命を示す道

路標識を無視 して別の道 を選 び，結局 は

袋小路に迷い込んでしまう人もいます。

無関心，不注意，利己心，罪， これ らは

すべて1人 を永遠 の生命への道からそれ

6

させてしまうものです。数 ある家庭 の中

には，何かの理由で神 に背 き，気がつい

たときには悲 しみと苦 しみしか残 されて

いなか った という状態 に陥 って しまう

人々がいます。

1985年 の年末 に，大管長会 はキ リス ト

の群れから離れていった人々 に関心を示

し，「教会から遠のいている人々への呼 び

かけ」という特別 なメッセージを出 しま

した。 その中にはこう書かれています。

「私 たちは教会員に対 して， 自分 に罪を
ゆる

犯 した人々を赦すように勧告 します。 ま

た教会 に活発 でなくなり， ほかの人々 に

対 して批判的になっている人々には，『立

ち返 りなさい。そして主が備 えられたテ

ーブルにつき，聖徒 の交わ りという甘 く，

心 を満 たしてくれる木 の実を再 び味わい

なさい』 と呼 びかけるものです。

私たちは，戻 りたいと望 みながらもき

まり悪 さを感 じてそ うで きないでいる

人々が多くいると確信 しています。 しか

し， そのような人々に申しあげたいと思

います。私たちは両手 を広 げて皆 さん を

歓迎 し，喜んでお助 けしたいと願 って い

るのです。」

私 たちは，真理の道 からそれていった

自分 自身の家族 に対 しても，愛をもって

この呼 びかけをしていかなければなりま
きずな

せん。愛 はすべてを結 ぶ絆であ り，病 を
いや

癒 す乳香で もあります。た とえ彼 らのた

めに苦 しみを受 けることがあっても，愛

することをやめてはいけません。主 は私
なんじ

たちに，「汝 相愛 して共にこの世に生 き

よ」 と命 じておられ ます。(教 義 と聖約

42：45)

ひざ まずいて祈 り， また進んで奉仕 の

業 を行 ない，道を踏みはず した人々に手

を差 し伸べてください。 これらはすべて，

私 たちの家庭 を天国 とするために，神 が

準備 してくださった設計図の重要なぺ一

ジを成 しているものです。

確かな技術 を身につけて，安易 な方法

は避け，主の設計図 に従 って家庭 を築 き

あげようではありませんか。そうすれば，

建物の出来具合 もご覧になる主 は， いに

しえの時代 に神殿を建てたソロモンに言

われ たと同じように，私 たちにこう言 っ

て くださることで しょう。「わた しはあな

たが建てたこの宮を聖別 して， わた しの

名を永久にそこに置 く。わたしの目と，

わた しの心 は常 にそこにあるであろう。」

(列王上9：3)か くして私たちは天の

家 と永遠の家族 を持つことがで きるよう

になるのです。私 たちは，すべての人が

この祝福 にあずかることができるように

心から祈 っています。□

ホームティーチャーへの提案

強調 点 ：ホームティーチ ングの ときに

以下 の点を話 し合 うとよいで しょう。

1.

2.

3.

主 は私 たちに，苦難に打ち勝 ち，一

人一人に喜 びをもたらす家庭 を築 け

るように設計図を与 えてくださった。

祈 りは問題 を解決 する助 けとなり，

苦 しみを軽減 し過ちを防 ぐ。 また，

ほかの方法では得 ることのできない

すばら、しい幸福 をもたらす。

奉仕 はそれを行な う側 と受ける側の

双方 に力をもたらす。

話し合いを進めるために

1.

2.

ひざ まず き祈ること， また進んで奉

仕の業 を行 なうこと，道を踏みはず

した人々に手 を差 し伸べ ることにつ

いて自分 の意見 を述べる。家族に も

話 して もらう。

このメッセージの中に，家族 で読ん

だ り，話 し合 った りするとよい聖句

や言葉はないだろうか。



家庭訪問メッセージ

『愛は寛容であり，

愛は情深い』
●

(1コIJン ト13：4)

目的 ：寛容ど情け深さをもっτ愛を示す。

「愛 は寛容 であ り，愛 は情深 い。」パ ウ ロは，愛 を定義

した言葉 の 中で， まず寛容 と情 け深 さとをあ げて

い ます。寛容 な人 は， 自分 が孤独感 を感 じた り， 人 に傷 つ

け られ た り， 焦燥感 にさいな まれ た りする ときで さえ愛 を

示 して い くことがで きます。

私 たちは寛 容 と忍耐 の精神 を求 め られる ことがた びたび

あ ります。世 の 中 には忍耐 強 く病気 の夫 の世 話 を した り，

毎 日子供 た ちをや さしく教 え育 てた り，年 老 いた両 親 の世

話 を してい る女性 が数 多 くい ます。 このよ うな女性 た ちは，

家 族，友 人，隣 人，同僚 た ちをいつ も大切 に し親切 に して

い る人々 と同 じで， みずか ら愛 を実践 して います。

エ ズラ ・タフ ト ・ベ ンソン大管 長 は次 の ように言わ れ ま

した。「親切 な人 とは他 人 に対 して同情心 の あるや さしい人

の ことです。他 人の気持 ちを思 い や り，礼 儀正 しい行動 を

と り， よ く人 を助 け ます。 また， ほかの人 の弱点 や欠点 を

許 します。 そ して， すべての もの， すなわ ち老若 や身分 の

上 下 にかかわ りな くだれ にで も， さらには動物 に もや さ し

くす るので す。」(『神 の性質 』「聖徒 の道 」1987年1月 号，

pp.53-54)

私 た ち は，毎 日の生活 の中 で， 人々 に親 切 な行 ないを示

す機会 を数 多 く与 えられて います。親切 な行 ない をすれば，

自分 だけで な く， 周 りの人々 の生 活 に も永続的 な変化 を も

たらす ようにな ります。 しか し， 私 たち は友 人，隣人，教

会 に対 して，親切 な行 な いを示 す のを差 し控 えた り，家族

に対 して不 寛容 な態度 を とって しまう ことが数 多 くあ りま

す。私 た ちは毎 日の生 活の 中で接 する人々 を最 も大切 にし，

愛 を示 さなければ な りませ ん。

救 い主 は， 寛容 と情 け深 さ という点 において完全 な模 範

を示 して くだ さいま した。救 い主 は，小 さな子供 たちに対

して も情 け深 いお方 で した。 主 は次 の ように言われ た こと

があ ります。 「『幼 な子 らをわた しの所 に来 る ままに してお

きな さい。 止 めてはな らない。神 の国 はこの ような者 の国

であ る。』…… そ して彼 らを抱 き，手 を その上 にお いて祝福

され た。」(マ ル コ10：14，16)

イ エ スは一人一 人の人 間に対 してだ けでな く，群衆 に対

して も霊 的 な慰 め や物質 的 な慰 め を与 えられ ま した。5千

人の群衆 に食物 を与 える一 方 で， 小 さな手 が 自分 の衣 のす
いや

そに触 れ るのを感 じ とり， その女 性 の病 を癒 され たこ とも

あ ります。(ヨ ハ ネ6：5-14;マ ル コ5：25-34参 照)

大 きな苦 しみを受 け，十字架 にかけ られ た ときにさ えも

自分 の母親 に対 してや さ しい思 いや りを示 され ま した。「ご

らん なさい。 これ はあな たの母で す。」(ヨ ハネ19：27)
あがな

キ リス トの寛容 と情 け深 さ は，願 いの持 つ癒 しの力 と相

まって，私 た ちの生 活 を永遠 に変 える力 を持 って い ます。

そ して，辛 抱強 く忍 耐 し， 人々 に愛 を示 すな らば，私 た

ちは 自分 自身の内 にキ リス トの純粋 な愛 をは ぐくみ， さら

に主 に似 た者 となる ことがで きるのです。

訪問教師への提案

2。 教 義 と聖 約121

1.さ さ やかな親切 が， 自分 自身 の生 活 に変化 をもた らし

た個 人的 な体 験 を話 す。

.41-42を 読 み， これ らの特 質 を生 活

の 中で さらに発 揮す るた めに はどう した らよいか話 し

合 う。

1254-61参 照)(「家庭 の夕ベ アイデ ア集」pp.82-88

●3月 の家庭訪問メッセージ●「愛は……ねたむことをしない」
目的 二自分自身，または他の人々に与えられる祝福とすばらしい機会を感謝し喜ぶ・
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モルモン経が与えてくれるもの

確かな証

愛情 は曽祖 母 か ら受 け継 いだ もの ではな いか と思 う ことが

あ ります。 曽祖 母 のスー ザ ン ・ケ ン トが モルモ ン経 を初 め

て手 に したのは，今 か ら1世 紀 半 も前 の，彼女 が16歳 の と

きのこ とで した。 スーザ ンはモル モ ン経 を読 んで証 を得 ま

した。 その証 は非常 に強 い もので，彼 女 はその ためな らど

ん なに大 きな犠 牲 で も払 お うと思 い ました。

当時 スーザ ンはある男性 と婚 約 して いま したが，彼 はモ

ル モ ン教 会 に入 るよ うな女性 と結婚 す るつ も りはな いと言

い ました。 しか しスーザ ンはた め らうことな く， 自分 の良

ア ー デ ス ・G・ カ ッ ブ

騒
は，17歳 にな った ときに両親 か らもらった小 さな聖

典 のセ ッ トを今 で も持 ってい ます。 自分 が まだ若 い

女 性 だった ころにモル モ ン経 を読 ん だ ときの こ とを決 して

忘 れ るこ とが で きませ ん。 それ 以前 に もモル モ ン経 を読 ん

で いま したが， その と きは前 に感 じた ことの ない特 別 な気

持 ちを覚 えま した。 多分， 前 よ りもみた まをよ く受 け られ

る状態 にあ ったか，熱心 に， また よくお祈 りを しな が ら読

んだ ので はなか ったか と思 い ます。 その ときは， モ ルモ ン

経 が真 実の書物 で ある ことを 自分 自身 で知 りた いと強 く思

ってい ました。

信仰 について書 かれた アルマ32章 を読 み終 え たとき に，

私 は聖 霊 の証 を感 じました。 そ してモルモ ン経 が真実 で あ

る ことを知 ったの です。私 は その気持 ちを全世 界 の人々 に

向か って話 したい と思 いま した。 そ して，喜 び の涙 を流 し ，，誠

なが らそのペー ジの上 の余 白 に大 きな赤 い星 購

印 を書 き，「5月31日 午 前7時 半。まるで 自分

のた めに書 かれ た本 の よ うに強 く感 じる」 と，一.;

つ け加 え ました。 それ か らまた別 の余 白に こ

う書きました・「確 かな証 を得た・モルモン経.講

は真実 の書 物 であ る。」「ひ

と月前 か ら， もっとはっ き

りした確 信 を得 た いと思 っ

て，毎週 火曜 日に祈 り続 け 蟻

てきた.」 鑛

ま灘 繋 魏 謹 .螺，'、翻

難職 溜認鍾

麟'

灘
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心に従 う道 を選 びました。それでも，彼女 は非常に心を痛

め，食事 ものどを通 らない日々が幾 日も続 きました。その
こんすい

ため非常に衰弱 して，昏睡状態に陥 り， まるで死んでしま

ったかのようにな りました。そして，葬儀の準備が進めら

れている最 中に意識を取 り戻 し，「私，どのくらい寝ていた

の」 と聞いたそうです。それから徐々に健康 を回復 し，両

親，妹 と一緒 にバプテスマを受 けました。私 は，曽祖母ス

ーザン ・ケン トのモルモン経に対する証に永遠に感謝 した

いと思います。モルモン経への証 は，祖母にとって も私 に

とって もかけがえのない大切なものです。

何年か前のこと，私 は自分のワー ド部の監督 から，若 い

会員たちが一定期問内にモルモン経をすべて読 み通すよう

に指導 してほしいという依頼 を受けました。そして，その

年の内に，若人たちからモルモン経を読み終えたというす

ばらしい報告がなされてきました。彼 らはモルモン経が失.

意のときの心の支 えになるととを学びました。

また，モルモン経 を通して孤独感，不従順，

怒 り，不信仰などを克服できることも知 った

のです。

モルモ ン経 を読むと，救い主イエス ・、キリ

ス トヘ の知識 と愛を深めていくことができま

す。また腰いについて知 り，天父が福音の儀

式 と誓約 を通 して，あらゆる祝福にふさわし

い者 となるための道 を備 えておられることも

知 ることができるようになります。またモル
ゆる

モ ン経 は悔い改めと赦 しにつ

いても教 え，救い主の模範に
なら

倣って私たちが互いに愛 し合

うにはどうしたらいいかにつ

いても教 えています。また，

モルモン経 を読む人は救 い主

に似た者 となり， いつの 日か

主のみもとに戻 りた いと強く

望 むようになります。そ して，

現世の生涯の自的を悟 り，信

仰によって歩むこξができる

ようになるのです。、
いかり

騨]・， で勃灘 驚 羅普
分 の最大 の財産で海る証 に対 して神に感謝 していますマ、す

べての教会貝がモルモン経を学び，・その真実性 にっいて祈

り，神 から与 えられた偉大な賜であるという証を得 ること

がで きるよ うに心 か ら願 って います。 そ うすれ ば険 しく，

』また危険に満 ちた人生の坂道 を登 っていくときにも，きっ

と慰 めを得 るこ とが でき るで しょう。 □

*ア ーデス'・G・ カ ップ姉妹 は中央若 い女性 会長 の責 任 に

、あ る。・

籔 尋
聖徒 の道/1988年2月 号

一，_一 一輌一一H一 一一，"一鴎一一 一酬 一一一

私の人生を

変えた書物
，噸"廟 串 申 一レ●，一 一 一D一 一 胴騨岡瞳卿

ジ ョ セ フ ・G・C・ ジ ュ ン

■

騒
がモルモン経を調べるように宣教師から言われたの

は16歳 のときでした。 それを読 み，確かによい本で

あると思った私 は，宣教師からのバプテスマの勧めを素直

に受 け入れることができました。私が教会 に加 わったのは

強い証があったからではなく，モルモン経 を読んだこと，

そして教会 に出席 して嫌な気持ちを感 じた り不安 になった

りしなかったからです。私 にとって福音を受け入れるのは

自然なことでした。

しかし，教会 に入 って しばらくしてから，私 は 「西洋」

の教会 の会員 になるべきではないのだろうかと不安にな り

始めました。 このころ私 は， 自分 が末 日聖徒であることを

友達のだれにも教えていませんでした。そのうえ， 自分 の

読んでいる本を人に知 られないように，モルモン経 に白い

カバーをかけていました。

しかし，私はモルモン経が真実の書物であるかどうか自

分 自身で確 かめてみようとついに決意 しました。こうして

モルモン経を読み，祈 っていると，ある日次の聖句に出会

いました。

「『これを口で言いあらわせる者 もなく，筆で書きあらわ

せる者もなく，また人間の心で想像できぬほど偉大で驚嘆

すべきものである。 イエスが，私たちのために御父に祈っ
お

て居 りたもうのを聞いたとき，私たちの心 に満ちた喜 びは

人間の想像ができないものである』 と。

さて，イエスは御父に祈 ってしまうと立ち上 りたもうた

が，群集 は喜びのあまり疲れてしまった。
た

1しか し， イエ スがかれ らに言 って起 て と命 じたも うと，

か れ らは直 ちに地 か ら起 ち上 った。ここに於 て イエ スは『汝
ゆえ

らはその信仰の故にさいわいな り。見よ，今わが喜びは満
あふ

ち溢 れ だ り』 とかれ らに君 って，涙 を流 した もうた。」(HI

二 一 フ ァイ17：17-21)

私 は この聖 句 を読 む と声 をあ げて泣 き出 して しまい，主

が私 に対 して抱 い てお られ る偉 大 な愛 で心 は満 た され ま し

た。私 は心 の中で叫 び ました。「主 よ，あ なたの生 きてお ら

れ る ことがわか、りま した。 モルモ ン経 が真実 で あるとわか

りま した。」
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憾 襲 爵②《拶脚
メッ ト ・パ ン セン

19
68年 の10月 ， 雨のそぼ降る冷たい

夕暮れどきのことで した。私 はデ

ンマークのコペンハーゲンにある仕事場

から， 自転車に乗って帰路についていま

した。当時，夫は出張でカナダに行 って

お り，私 は10歳 の息子 と7歳 の娘の3人

だけで暮 らしていました。

帰 り道の途中，私 は道路端の自転車道

か ら，4車 線 もある交通量の多い車道 を

渡 らなければなりませんで した。安全 の

ために私 は自転車を降 り，押 しなが ら交

差点を渡 るのが常でした。 ところがこの

日に限 って，私は車道の途中まで進 み，

車 をやりすごすために中央で立 ち止 まっ

ていたのです。私の右手には小型車が止

まっていて，道路 を渡 るように合図をし

ていました。小型車の脇には大 きな トラ

ックが止 まっていて，こちらの運転手も

やはり合図をしていたので，私 はそのま

ま進んでいきました。そしてちょうど ト

ラックの前を横切 ろうとした瞬間， 自転

車道を猛 スピー ドで私の方に向かってくる

フォル クスワーゲ ンに気づさました。 も

ちろんこれは違法です。しか し私は前 に

も後にも逃 げる余裕 があ りませんでした。

その瞬間，子供 たちのこと，夫のこと，

仕事のこと，すでに父 に先立たれたひと
せんこう

り暮 らしの母 のことなどが，閃光 のよう

に胸の中をよぎりました。そして私はか

つてないほど熱烈に祈 りました。「どうか

主よ，助 けてください。」

車 は自転車 にぶつか り， その拍子に 自

転車のハン ドルが私の脇腹 を激 しく打 ち

ました己私は路面 に力なく横たわったま

ま，痛みのためにほとん ど呼吸ができな

い状態でした。 しか し意識 は失 っていま

せんで した。頭の向 きを変えると，フォ

ルクスワーゲンのタイヤが 目と鼻の先 に

ありました。 自転車 を見 ると，衝突で何

メー トルか先 へ放 り出されていて，半分

にへし折 られていました。

奇跡が起 きたことが私 にはわか りまし

た。タイヤはぎ りぎりのところまで迫 っ

ていましたが，私の頭 はひかれず に済み

ました。 目に見えない手がちょうどそこ

で車を押 しとどめて くれたように感 じま

した。私の眼から涙があふれ，天父が命

を守 ってくださったことに感謝 しました。

私 は道路の上 に横 になったまま救急車

を待 ちました。私 が迎えに行 かなければ

子供 たちは何 て思 うか しら。託児所が閉

まる前 に病院の治療室か ら電話 を入れ ら

れるかしら。子供の迎 えをお願 いできる

人がいるか しら。毎 日仕事 に追われてい

て近所 に知 り合 いはほとんどいません。

ましてやワー ド部 の会員が近所にいるわ

けでもあ りませんでした。

あわただしい救急治療室の中では， レ

ン トゲンを撮 るまで職員 は私 に電話をか

けさせてくれませんで した。看護婦 も忙

しく立 ち働 いていて，電話 を頼むことは

できません。4時 間ほどしてから警察官

がやって来 て，事故の調査書を書いてい

きました。

私を助けるために働 いてくれる大勢 の

人々 に囲まれ，病院の中で これほど長 い

5時 間を過 ごしたことはあ りませんで し

た。 それでも私が今本当に必要 としてい

る助けを与えることができるのは，天父

だけであると思いました。私 は人生で初

めて， 自分の心 を占め る唯一の関心事，

つま り取 り残されたふた りの幼 い子供た

ちのために絶え間な く祈 り続けていまし

た。

「どうか子供 たちに私が無事 であるこ

とを知 らせてください。子供たちがあわ

てまどうことのないよう心1こ平安 を与え，

また忍耐心 を持 たせて ください。そして，

何をすればいいのか教えて あげて くださ

い。」 私 は聖霊が共にいてくださるのを感

じました。そして心の中に全身を包 むよ

うな平安が広がるのを感 じました。この

同じ気持ちが子供たちにも注がれるよう

に私 は祈 りました。
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ろつこつ

こうして医師 は最後に，肋骨 に何 カ所

かひ どい打撲傷 を受 けているだけでほか

はまった く何 ともないと言い，私を家 に

帰してくれました。 ふた りの警察官 が私

を家 まで車で送 ってくれることにな り，

アパー トにはその晩10時15分 に着 きまし

た。

暗い中から幼 いふた りの子供 が疲 れた

様子で手 をつなぎながらパ トロールカー

の方 に近づいてきました。「お母さん，ど

こに行 っていたの。何があったの。 どう

してこんなに遅 くなっちゃったの。 どう

して警察の人がお母 さんを車 に乗せてき

てくれたの。」無事 にアパー トの中に入 る

と，子供たちがさかんに質問するのでし

た。

私 は事情 を説明 し， こう尋ねました。

「あ なたたちはど うや って帰 ってきた

の。」

息子の話 はこうでした。「どうしてお母

さんが迎 えに来て くれないのかわからな

かったけれ ど，仕事が遅 くなるんだと思

ったんだ。だから歩 いて帰 って きたんだ

よ。で も外は暗 くなるし，鍵がなかった

から中にも入れなかったんだ。

どうしていいのかわからなか ったんだ

けど，そのとき急に祈ろうと、思ったの。だ

からふた りで ドアマットのところにひざ

まずいて，ぼくが祈ったんだ。 お母さん

が教えてくれたように，お祈 りの後 しば

らく黙って座 っていたんだ。そうしたら

ぼくにすごいことが起 きたんだよ。

大きな温 かい手がぽくの頭の上に置か

れたような気がして，それからやさしい

声が聞 こえてきて，こう言ったんだ。『お

母 さんは大丈夫，周 りの人が助けてくれ

ているから。ほんのしばらくすれば帰っ

てくるよ。外 はすっか り暗 くなるけれど，

あわてないことだ。妹 を連 れていってア

パー トの近 くで静 かに遊んでいなさい。

そうすればお母さんが帰 ってくるまでに

すぐ時間がたっから。』

ぼくは顔 をあげてだれが話 したのか見

たんだけど，だれもいなかった。でも安

心できたよ。」

あれから何年 かたち，息子が大人にな

る過程 でときどき悩 む姿を私 は見てきま

した。困難 に遭 うとき，神の実在 を疑 う

方がたやすいことがときとしてあります。

息子が悩むたびに私はこう尋ねたもの

です。「お母さんが事故に遭った夜 の出来

事 を忘れて しまったの。」

この言葉を聞 くと，息子は晴々とした

顔 を し， よくこう言いま した。 「お母 さ

ん，そうだったね。あの出来事を否定す

ることは決 してできないよ。」

私 は息子がこのような体験 ができたこ

とに感謝 しています。同時に，子供たち

に祈 ることを教 え，詩篇 の次 の聖句 に心

を留めてお くことが どれほど大切である

かを学びました。「耳 を植 えた者 は聞 くこ

とをしないだろうか， 目を造った者 は見

ることをしないだろうか。」(詩篇94：9)

□

*メ ッ ト・ハンセ ン姉妹 は経理の仕事 を

している。 また教会ではソル トレーク ・

ハンターステーキ部第31ワ ー ド部に所属

する音楽指揮者で もある。

「大 きな温かい手がぼくの頭の上に置かれたような気

がして，やさ しい声が聞こえてきたんだ。ぼくは

顔をあげてだれが話 したのか見たんだけど，だれもいなか

った。」

、駄

廉

一灘 灘

、「紬

羅
翻 離 『 饗 ・筆
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ゆ る

薮しについて

子供に教える
両親へのガイド

の
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人
を赦 すことの必要性 を理解できな

いでいる大人がた くさんいます。

したがって多くの子供たちが赦 しについ

て理解できないとしても不思議 なことで

はあ りません。

人を赦すことができないと， その人 自

身の生活が，怒 りや敵意などによって台

無 しになってしまう場合 もあります。過

去 に負った傷が積 もり積 もって悪性 の病

気 になり， かつては親 しい間柄 だった人

との仲が，修復 できない状態にまで損な

われてしまうこともあ ります。

ささいな感情 の行 き違いやいさかいが

もとで，互 いに大人の兄弟 同士 が相手 を

赦す ことをせずに，何年 も口をきかない

でいるような家庭 もあるようです。

夫婦の間でもそのような気持 ちを募 る

ままにしておくと，最後は離婚 によって

家庭 が崩壊 して しまう危険【生もあ ります。

現 にその ような悲劇 の実例 が数 多くあ り

ます。 そして，真の原因を探 ると，相手

を赦せなかった という点 に帰着すること

が非常 に多いのです。

子供 には早 いうちから赦 しの原則 を教

える必要があ ります。 それには，模範に

なる行 ないと言葉のふたつを通 して教 え

るのが最良の策です。自分 に悪いことを

した人を赦 しなさいと， 口で言 うだけで

はだめです。赦 しを与えることによって

家庭の中に愛と一致の精神 が保たれ るこ

とを，実際の行動で示 して ください。

過 去に戻 ることはで きな い

赦 しにっいて教 えるうえで最 も良い方

法は， みずからその原則を実践すること

です。伴侶 とよく話 し合 ったうえで，過

去の間違 いは互 いに忘れ，赦 し合 うよう

に努力 して ください。過去ではなく，未

来に目を向けるのです。すでに自分が し

て しまった ことについては， どれほど強

く願 ったとしても，過去 に戻 ってその行

ないを変 えることはできません。古い傷

にいっまで もこだわっていると，大切 な
さずな

絆 を損 なってしまうだけです。それは決

して前向 きな生 き方 とは言えません。

子供 に赦 しの原則を教える前に，両親

は以下 の質問 に正直に答えてみるとよい

でしよう。

心を開いて子供 と話 し合 っていますか。

子供 たちはあなたに関心を示 していま

すか。

子供 たちは自分の問題についてあなた

に相談 してきますか。

子供 たちはあなたに，社交活動，友人，

自分 の感情や希望 などについて話 してく

れますか。

あなたは子供 たちの過ちを心から赦 し

ていますか。 ことあるごとにそれ をむし

返すようなことをしていませんか。

鍵になるの は最後の質問です。子供の

間違いを忘れ，赦すことがで きない親 は，

赦 しの原則について自分 自身が問題 を抱

えていると言われても仕方があ りません。

その問題を解決 しなければ，親子のコ ミ

ュニケーションはうまくいかず，親とし

て子供 に赦しの原則を説 くことはできま

せん。

子供 の不安 と心配

子供 は一般 に，寛容 な親 に対 しては自

分の悩 みや心配事 を打 ち明けてくるもの

です。 しかし厳 しくとがめられれば， 自

分の問題を打 ち明 ける気 もなくなってし

まいます し，愛と相互理解 の精神 に満 ち

た関係 を築 いていくこともほとんど望 め

ません。

実践 による模範 も確 かに大切ですが，

赦 しの精神 にっいては，言葉で教えなけ

ればならない部分 もあ ります。子供が友

人，兄弟な どと仲たがいを したときは，

相手の過 ちを赦さなければ親 しい関係 も

壊れてしまうということを教 える絶好の

機会です。

本当に事実 なのか，あるいは単 なる思

い込 みによるのかは別にしても，子供 が

だれかに嫌なことをされたと言 って不機

嫌な様子をしているときは，どのような

気持 ちでいるかを聞いてあげてください。

そして人に対 して怒 りや敵意を向けると，

相手よりも自分 自身が大きな痛手を受け

ることを説明 してください。たとえ子供

であ って も，そのような気持ちを持 てば

自分 自身 を傷つけて しまうのです。また

争 いは友情も壊 して しまいます。ひとた

び壊 れて しまった関係 を元に戻 すには，

お互 いが無条件 に赦 し合 うしかあ りませ

ん。

子供が怒 りを鎮め，相手 と仲直 りをし

たら， もう一度 どのような気持 ちがする

か質問 して ください。そして，赦しは双

方に良い気持 ちを感 じさせてくれること

を説明 して ください。

予言者 ジョセフ ・スミスを通 して与 え

られた啓示の中で，主は次のように言わ
ゆえ なんじ

れました。「この故にわれ汝 らに告 ぐ，汝

ら互いに赦 し合 うべ きなり。そは，人そ

の兄弟 の過 ちを赦 さざれば，その人主の
さら

前に罪に値 する故 にして， そは更に大い
あ

なる罪なお彼に在ればなり。」(教 義 と聖

約64：9)
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製

β

真の偉大さ
十二使徒定員会会長代理

パワー ド・W・パ ンター

奪

夕 くの末 日聖徒は，人生がもたらす様々なすばらしい37
機会を享受し，幸福な生活を送 っています。 しかし

私は， 自分が達 し得 る最高の状態に至 っていないと考 えて，

幸福な気持ちを味わえないでいる人々のことを憂慮 してい

ます。特に心配 しているのは，正 しい生活をしているにも

かかわ らず，社会や教会 において，ほかの人々が成 し遂げ

ていることを自分 は達成 していないという理由で， 自分 を

落伍者だと考えている人々の ことです。

人々はだれでもこの現世 において何か偉大なことを達成

したいと望 んでいます。ではどうして自分 自身に失意 を感

じる人々がいるので しょうか。ある人々が語 っているよう

に，私 たちには神 のように偉大になりたいという強い望み

があります。 ところが， この世的な意味での偉大 さに目を

くらまされて，本当に大切な事柄を見失 って しまうのです。

真の偉大 さとは何で しょうか。人々を偉大たらしめるの

は何 なのでしょうか。

この世的な意味での英雄

私たちは今，俗的な成功だけをあがめ， この世的な意味

での英雄 しか作 り出 さない世界にいます。18歳 から24歳 ま

での若人を対象 にした最近のある調査では，若人が考 えて

いる現代の英雄 とは，スポーツ選手や映画 スターなど，頑

健な肉体 と富を持ち，性的な魅力 も兼ね備 えた人物である

ことが明 らかになっています。世間的な意味での英雄は，

テレビ，雑誌など至 る所で見ることができます。記録を更

新 したスポーツ選手，すばらしい文明の利器を発明 した科

学者，新 しい方法で人々の命を救う医師などについてのニ

ュースが毎 日のように報 じられています。すばらしい才能

に恵まれた音楽家，画家，建築家 もいれば，容貌に恵まれ，

最新流行の服を身にまとい，いかにも 「成功」 した人物 ら

しく振 る舞 っている人々もいます。

私たちは偉大 さということについて，この世的な意味の

定義 に慣 らされているために，他人と自分の比較 に陥って

しまうこ とが よ くあ ります。 また，無 意味 な比較 を して 自

分 には力 がな い とか，成功 して いない な どと思 い込 んで し

まう場合 もよくあ ります。 その よ うに考 え出す と， 自分 の

失 敗 にいつ まで もこだわった り，本 当 の偉大 さとは何 か を

，忘れて しまった りします。

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大管長 は，1905年 に真 の偉 大 さに

つ いて実 に意義深 い言葉 を述べ て います。「私 た ちが，特別
た ぐい

な，傑 出 した，類 まれな， と呼 ぶ ところの ものは，確 か に

歴史 を作 って きた か もしれ ない。 しか し， それ らが真の人

生 を作 って きたわ けではな かった。結局 の とこ ろ，神 が全

人類 に共通 して授 けた務 め を着 実 に果 た した人が，真 に偉

大 な人 なのであ る。 父親 と して， また母 親 として成功 する

方 が，将 軍 や政 治家 と して成功 す る よ りも偉 大 な ので あ

る。」(「 ジュー ビニル ・イ ンス トラク ター」1905年12月15日

号 ，p.752)

にわか仕 込みの偉大 さ

この言葉を読 んだ人々は，「神が全人類に共通 して授けた

務め」とは一体何かと考えることでしょう。その中には，

良い父親，母親，息子，娘， また良い学生，隣人になるた

めにしなければならないことが含 まれます。

95歳 で亡 くなった偉大なチェロ奏者パブロ ・カザルスは，

死亡 したその 日の朝まで音階の練習をしていたといいます・

にわか仕込みの偉大さなどというものはあ り得ないのです。

偉大な人物となるためには長い時間が必要 であり， ときに

は挫折 を味わうこともあ ります。そして， 日々の生活の中

で平凡な事柄 についてたゆまず努力を積 み重ねていかなけ

ればな りません。人々のために， また主のために命を捨て

るということは， ささやかな奉仕 と犠牲の積み重ねの上 に

成 り立つことです。 その中には，天父と福音に対する知識

を得 ることや，ほかの人々に信仰 を伝 え，神の王国へ導く

ことも含 まれます。普通 このようなことは，人々の注意を

引くこともなければ，賛辞 を浴びることもありません。
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目々 ク リ ス チ ャ ン と し て の 道 を 歩 ん だ 人 物 ， ジ ョ セ

フ ・ス ミ ス

ジ ョセフ ・ス ミスは，将軍， 市長， 設計士， 編集者， 大

統領候 補者 として はあ ま りよ く知 られて いません。私 た ち

は回復 の予 言者，神 への愛 に殉 じた人，神 のみ業 を推 し進

めた人 と して， ジ ョセ フ ・ス ミスを覚 えてい ます。 そ して，

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスは， 日々 ク リスチ ャンと して の道

を歩 み続 けた人 で もあ りました。彼 は平 凡な事 柄， 人々 の

ための不 断の奉仕 に心 を配 ってい ました。 ミズー リ州 へ 向

かった シオ ンの陣営 の中 に， ライ マ ン ・0・ リ トル フ ィー

ル ドという13歳 の少年がいました。彼は後に，予言者の生

涯の中ではあま り目立つものではありませんが，大切な意

味 を持つ，奉仕の行 ないについて記録 を残 しています。
「その旅はだれにとっても困難 なもので した

。肉体的な

苦 しみに加 え，私 たちが救いに行 こうとしていた兄弟たち

が受けていた迫害の ことを聞いて，私は一 日中気が滅入っ

ていました。陣営が出発 の用意をしていたとき，私は疲れ

きって道ばたでじっと考 え込んでいました。予言者は陣営

の中でも一番忙 しい人でしたが，私を見るとほかの仕事で

忙 しいにもかかわらず，手を休めて慰めの言葉 をかけてく

予
言者ジョセフ ・スミスは，最も忙

しの入でしたが，彼ぱ小ざな少年

に慰めの言葉をかけるための時問を惜 し

みはしませんどした。
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れ ました。彼 は私 の頭 に手 を置 く と，『ほか に休 め る場所 は

ないの かい。 それ な ら，一 緒 に探 して あげ よう』 と言 い ま

した。 それか ら長 い年 月が過 ぎ，様 々 な苦 労 もあ りま した

が，その ときの ことは今 で も忘 れ るこ とが で きませ ん。」(ジ

ョー ジ ・Q・ キ ャノ ンの引用 「予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスの

生 涯」p.344)

あ る とき， ア ダムス郡 の保安 官 トーマ ス ・キ ング と幾 人

かの人 々が，予 言者 を逮 捕 して ミズー リ州 のボ ッグス知事

の特使 に引 き渡 す とい う任務 を与 え られ ま した。 ところが

キ ング はひ どい病気 にか かって しまい ま した。 ジ ョセ フ ・

ス ミスは彼 を ノーヴーの 自宅 に運 び，4日 にわた り兄弟 同

様 に親 身 に看病 しま した。(「予言者 ジ ョセフ ・ス ミスの生

涯」p.372参 照)予 言 者 はこの よう に して， いつ も人 目に

つかな い親切 な行 ない を人 々 に示 してい ま した。彼 に とっ

ては， それ は大切 な意味 を持 つ奉仕 の行 ないだ ったのです。

ジ ョージ ・Q・ キ ャノ ン長 老 は，予 言者 が ノー ヴー に構

えた店 の開店当 日の ことを， 次 の ように記録 して い ます。

「予言者 自身
，商 売 や営利 の追求 をため らうような こと

はあ りませ んで した。彼 が説 いてい た福音 は霊的 な救 いだ

けで な く， 物質的 な救 いを ももた らす はずの もので した。

む

人
目につぐこどばなくτも，本当の

偉大 さを身につけた英雄がたくさ

んのるど私ぱ信 じτのます。

蒲

，卍：1

噌，'1

・織

，，

.1騨灘 幾
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彼 は自分 の体 を使 って熱心 に働 き ましたが， それ は決 して

自分 自身の利益 のため ではあ りません で した。」(「予 言者 ジ

ョセ フ ・ス ミスの生涯 」p.385)

あ る手紙 の中で予言 者 は次 の ように書 いてい ます。

「店の 中はあ .言・れるば か りの人 で した。私 は砂 糖 や シロ

ップ，干 しぶ どうな どが な くて ク リスマスや新 年 の料理 の

準備 が で きな い人 々 に喜 んで もらお うと，彼 らに商 品 を渡

す ために一 日中カウ ンターの 中に立 ち続 けで， どんな店員

にも負 けな いく らいて きば きと働 きました。 それ は もちろ

ん私 自身の ためで もあ りました。 なぜ その ような ことをす

るか とい うと，私 は いつか主 のみ もとに救 われ たい と望 ん

でい ました し，聖徒 たちのた めに働 き， すべて の人の僕 と

して仕 える こ とが好 きだっ たか らです。」(「予 言者 ジ ョセ

フ ・ス ミスの生涯 」P.386)

長 老 定 員会 の書 記 や扶助協 会 の教 師 として よい働 きをす

る こと， また隣 人 を愛 した り，友 人 の言葉 に耳 を傾 けるの

も偉大 な こ とです。人生 の 中で よく経験 す る苦 しみや挫折

に全 力で立 ち向か う こと， また人々 の成 長 と幸福 ， 自分 自

身の永遠 の救 いの ため に， 困難 に負 けず に頑張 り通 す こと，

これ らはすべて真 の偉大 さを示 してい ます。

人 目につかない英 雄

私 は，人 目を引くことはなくて も本当の偉大 さを身につ

けた英雄がたくさんいると信 じています。それは，だれか

が しなければならないことを人の 目につかないところで

黙々と行なっている人々であり，いつで も自分が必要 とさ

れているところで喜んで働 く人です。また休む暇なく病気

の子供の看病 をする母親，伯発的に献血 した り，年老 いた

人々のために奉仕をする人も，真に偉大な人ということが

できます。神権者 としての責任，教会の召 しを忠実 に果た

している人，また正直さとやさしさを忘れず 日々の義務を

勤勉に果たしている人，主の僕 として働 き，主の羊の群れ

の牧者 として働いている人々もその中に加 えることができ

ます。

しかし，私は数々の世の偉大な業績を無視 しているわけ

ではありません。 それ らのものは私 たちに多くのすばらし

い機会 を与え，生活の中に美 しさや便利 さを添えてくれま

した。私が言いたいのは，人生で最 も価値 あるものにもっ
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と強 く心 を向 けな けれ ばな らない とい うことです。救 い主

は こう言 われ ま した。「そ こで，あなた がたの うちで いちば

ん偉 い者 は， 仕 える人 でなけ ればな らない。」(マ タイ23：

11)

人 は偉大な者 とな ることがで きる

私 たちは， 自分の生活 を評価するときに，何 を達成 した

かということだけでなく，どのような状況で働 いたかとい

う点にも目を向ける必要があります。人は皆 それぞれに異

なる存在 です。人生の出発点 も違います し，才能や身につ

けている技術 も違います。克服していかなければならない

問題や状況 もそれぞれ違います。

しかし，福音の網の中にいる人はすべて，天父が望 んで

おられる偉大さを身につけていくことができるのではない

でしょうか。この世的な標準で言 う偉大 さと比較 しても，

私たちがしている一見平凡な事柄の方が人々の生活にすば

らしい影響 を及ぽしているのです。たとえ目立たなくても，

結果的 に人々にすばらしい影響 をもたらす機会 は数限りな

くあります。

大切なのは， 目立つことのない地道 な行ないです。私た

ちの心 に強 く残 っているのは，パ リサイ人が入れたたくさ

んのお金ではなく，やもめが入れたレプタです。ペ リシテ

人の恐るべ き力ではなく，ダビデの勇気 と信仰です。

たとえ目立たなくても，確 かな方法で主のみ業を推 し進

めている人々， また地の塩 となり，世の人々の力となり，

国の支えとなっている人々を心から賞賛 したいと思います。

最後 まで耐え忍 び，イエスを雄々 しく証 するなら，真の偉

大さを身につけ，いつの 日か天父のみもとに戻 ることがで

きるようになります。

ジョセフ・F・ス ミス大管長は，「真の人生を，作 りもの

の人生 と交換 してしまうことのないようにしようではない

か」 と言っています。(「ジュービニル・インス トラクター」

P.753)

世の人々にどう思われようとも，神 ご自身が重要かっ必
そな

要と定められたことを行 なうなら，いつか真の偉大さを具

えられるようになることを心に留めておこうではありませ

んか。□
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は昭和34年3月7日 に宮 島の見 え

私 る瀬戸内海で,当 時の広島支部長
ら大学進学の準備をしていた私 は,仕 事,

勉 強,教 会の責任 と,忙 しくはあっても

これが2度 目の経験です。

そして3度 目は,昨 年11月 の ステーキ

の西原良男兄弟(現 東京神殿副神殿長) 充実した 日々を送 っていました。 しかし, 部 大会 でステーキ部長 に召 されたときの

か らバプテスマを受けました。以後信仰 私 はなぜかとてもむなしく,満 た されな ことです。大会 の前 日に私 はマックスウ

深い母に導かれて｢モ ルモ ン2世｣と し い思いでいっぱいで した。｢私がこうして エル長老 に呼ばれて面接 を受 け,主 が私

て育 ち,今 日に至 っています。 毎 日,一 生懸命あらゆることにベス トを を新 しいステーキ部長 に召されたと言わ

バプテスマを受けてか ら今 日までの約 尽 くしても,心 が満たされないのはどう れました。私は大変驚きましたが,ど の

29年 の間に,私 の信仰の試 しとなった忘 してですか,神 様教 えてください。｣何 度 ような召 しをいただいても忠実に従おう

れられない出来事が3度 あ ります。 もそう祈 りました。そんな毎 日の中,あ と決心 していましたので,素 直に｢は い｣

1度 目は私が宣教師に聖任されたとき る日祝福師の祝福を受けることを友人か と 答 え ま し た 。･

のことです。18年 前の1月,私 は高校3 ら勧め られました。熟慮 した末,私 は祝 しかし,義 父の経営する会社の次期社

年生で大学受験の準備 をしていました。 福 を受けることにしました。渡部正雄兄 長 という私 の立場では,ス テー キ部高等

そのころ広島で地方部大会 があり,私 は 弟(現 台湾台北神殿第二副神殿長)か ら 評議員 の召 しを果たすだけでも父か らあ

メルケゼデク神権の長老の職に聖任され 受けたその祝福 はすばらしいもので した。 まり快 く思 われていないようで,父 に何

ました。 その大会 で,当 時の岡崎伝道部 私 は自分 が主のみこころと違 う道 を歩 も と言って説得 しようかと悩 み,そ の夜 は

長か ら,大 阪で開かれる万国博覧会のモ うとしていたことに気づき,私 のすべき
一 睡 もで き ま せ ん で し た

。 マ ッ ク ス ウ ェ

ルモ ンパ ビリオンで働 く宣教師が必要で ことは大学へ進 むよりも結婚の備 えをす ル長老から大会までに了承を得るように

あることを知 らされました。 しかし,長 ることであると悟 りました。 言われていましたので,私 は焦燥 にから

老に聖任されたばか りの私は,大 学に進 そのころ現在の妻(石 井章恵姉妹)と れ ま し た。

学するつ もりでしたので他人事として受 文通をしていたのですが,結 婚 について ｢も しだめだと言われたらどうしよう
。｣

け 取 っ て い ま し た 。 はそれまで何 も考 えていなかったので, ｢主 よどうぞ父の心を開いて私 がこの召

自宅に戻ると,母 に伝道部長の勧告に 彼女 と結婚 すべ きかどうか まった くわか しを果 たせるように助 けてください。｣と,

こたえるよう勧 められました。私 は大変 りませんで した。 そのうえ,も し彼女 と 私 は夜 を徹 して祈 りました。

戸惑 いましたが,断 食と祈 りによって自 結婚するとしても,問 題がいくつかあ り 大会当 日の朝,ま さに祈 る思 いでその

分で決断 を下 すことにしました。私は幼 ました。彼女のお父さんは農業機械販売 ことを父に話 しましたところ,予 想に反

いころ腎臓病 にかかり,小 学校 への入学 を主とする会社の経営者で,彼 女は3人 して私の願 いを聞 き入れてくれたのです。

が同年の人たちよりも1学 年遅れていま 娘 の長女であるため,私 に石井の姓 をと 主の助けがあったことに心 から感謝 しま

したので,伝 道に行 けばさらに遅れるこ り,会 社 を継いでほしいと言うのです。 し た 。

とになります。祈 りつつ も悩 みました。
■

姓が変 わること,今 まで まったく未知 私 は主が生きておられることを知 って

しかし2日 目の朝,心 にとて も平安 な気 の農業,さ らに苦手な機械 に関連 した仕 います。私たちが主の命令 に忠実に従 う

持 ちを感 じ,あ せる気持 ちはなくな りま 事など,悩 みの種ばかりでとても不安で ならば,主 は必ず道 を用意 してくださる

した。 そして伝道に出る決心をしました。 した。 しかし最終的には,主 に祈 り,決 ことを証 します。これ まで私を導いてく

1970年4月 から,日 本中央伝道部の宣教 め る こ と に し ま し た 。 あ る 日,ふ た りで ださったすべての方に心からの感謝 を表

師として働 いた2年 間は本当 に祝福 され ひざまずき祈 り終 えると,互 いに目から し た い と 思 い ま す 。(い し い･て つ し

た もの で し た 。 涙があふれ,心 に熱いものを感 じました。 1951年 生 まれ)

伝道を終え,東 京で牛乳配達をしなが それが主がくださった答えでした。

2ロ ー カル

｣



ε4｢4一□

(り睾弔毒乙ラ61理･(≠謬･弾∩⊇D

。ゑ翠q宙=～q4畢qユ6魏輿ユ6舞母

山捏P稀嬰源(ト甲⑦⊇`‡ll推。.巨翠¥首

Ψ藪曾(査ユηミ⊇二～⊆ア!ゆY客蕨母挫ユ劉

コ1憂圭鰹梶∠r[キ･×工♪`‡:に1(～⊇回

⑦彦∩螺∩。ゑ率γ醤｢⊃19甲醇i朕多(}ユ

=～罪1η彦`2曾茎集母脇¥k>{票白～沮母挫

。4∩睾q皐烈〉畢｢∩纏
｣【へ車:(}ユ29

q2≧}嘔ギー溢×⊃1推葦ゆ2`翠1繋制

。ゑ零q留=～=～⊇(Σ創詳4q白
く¢

α9～【¢曾禦ユ費き2窒ウ悌｣～ア1耳}Y(グ挫2

遡牽⑦挫`寺4G茸=～黎逗⑦製竈日辛》

9(0髪o螺∩ユ賢孝圭(}騨鷺受身⊃1首尋罐

アli蟹牽⑦告學⊃侭字謝。4∩零∩[母孕=～⊇

曾り9昔多母墨素`白ア⊃1二～⊇曾.巨騎蓄母

畢劉ユレ.巨(}副遙(}弔Y⑦彰目`自禦ユ

｢(へ陣身2q量｢｣創=～罐当(ρ覚`ユ∩彦

。4∩率白率豊∫4啄射当9G2(今4ρ

煮=～G(}豪話覚(き螺蝉罐耳`⊃1翻図=～り

妾。4∩率Q劉孕ρ量曾[彰母饗申拝1慰

o

∩零白禦燦⑦(}曾ゑ畢=～白宰Gア1ア121挫

`鰹4∩ユγ吾率雰ユG蟄‡ll単⑦事⑦響申素

。4∩翠律9》量測白挺⑦妾`ユ∩翠尉

。4∩率qユ∩駅碧豪

巨479【¢ユG導甲2埋目〕隣耳。ゑユ(沙4

敏率母茎最(ρ彦`自挺94Ψ⊃1彰王ユ(汐

雌員挫`箪⑦日⑦彦`Q劇〉駈=～【今章9

源勲律勲潭皐甲豪》量茸ら日鯨書螺(～｣～4

曾禦ユ⑦(}⑦話覚鰹認く壬･1r丑(∂⊇⊃1県

宰ユ∩彦。4∩掌茎髪尺字⑦q魚(き茸ア1η

413qζ寺⊃P冥珊(摯ユ準謡z`烈轟`ユ輩

来叩茸肇i留立ユG2⊃1挫窄1η…を。4∩翠

q9(}ユG】喧雰1自豪鷺⑦妾⊃1葦灘ユG呈

=～94(Σ禦⊇.中鍵》ア1寺劇挫`∩【字∩

。4∩率皐ユG4回⊃1挫ユ(汐導直

潭導呈呈∩!吾蝉`2曾宵畢響く毫4rま‡ll尊

珊。4∩翠G呈二～｢享皐qユ∩牽駈騨⑦

刈×nギ･×工.レ判挫｣`∩甲白:岨景署く

}4r丑9【4申(グ睡翠1挫o写∩翠(汐騨母星呈

ユ(今G⊃N×nギ･∠エ､レ2笛日墾裂`〉

∩9ヲ∩田q留母コ～2(∂挫(摯)冥講=～受#

｢。【ぴ,巨睾(今ユ》纂母挫｣。4∩季傑琶⊃1

写珊`9哩ユ茎瀦景鍵》白窪=～;～Ωア1挫

。4∩率∩中(唱｢孕2⊇駐哩ユ蝉弊耳⑦

サ〕揉⑦く4劉曾禦⑦=～24∩母嬰箋i2匙蝉

脅蝉Y⑦妾`9鰹茸∩孕縣躍⑦箏レ写⑦彦

寧1挫04∩準来⊃1罷目享⑦署難藤…国厚⑦白

=～o`日曾禦`蝉4∩率qユ∩鍵{薩⊃1暴･

鍵鴛翠1挫牟日宗。4∩零qユ∩!聖⊃1』～障》

弱吾粟GユG舞》辞寺(辛9鰹身･吉(今令G

`Qi劉母⑦(淋今潔歯翠に1認/(丑4r丑⑦⊇

`鰹4∩翠白禦像=～⊇4∩灘嬰ユ∩畢雛

峯2蝉聯耳(ρ弓瑳⑦【匪1(}⊃1騨罰律…を
。=¥∩ユ･5盟¥鰹i簿淋

身9f⑦2剰團瞳(ρ身戻率(ρ挫。4∩ユ

辛騨ゑ叩q呈2｢i甲【へ…∋認〉ユG9(睾

ユ∩⊃1(汐令4γ陣難鰍〉古【¢=～魁`4脅

禦｣`白鰹購⊃1累調β景くとK凶⑦⊇(}塗

。4∩ユ

｢ソ吾率り9健Yn吾>4G翠(摯呈呈⑦狛等

`(}曲
:｢肖r⑦×ミ×･乙殊E<`ゑη(きQ劉

割隆劉⑦(}9q?2源糞坤重。4∩ユ∩蟄

∩聡⑦嬰峯`ゑ睾隷享1<zん･/∩罫IG皐

`ユ⑦4∩率∩窪ユG碁ユ∩2薦量畢購耳手

Y(∂告目翠1推。4∩睾面翠騨(駆4嬰禦茸

薩罫ア1<∠乙･/⑦～≧2⑦〔母喜`∩4∩

。4∩ユq考田⑦鍬

曹⑦=～尋罐刈∠n車･×エ,レ講蚕日*鰹

律…}。4∩率∩⊃P⊇〉團母嬰⑦､9珊ユ

湘具曾q酷⊃1年舞⑦彦〉螺餌=～`律皐螺

圏･孕=～24り〉ユ巌ユα鰹(}謡魁(摯⊃1中

孕立⑦推`(きて4塗。4∩準宰鍵⊃1重峯叩

姻科臨を(}⊃焔率禦ア1推。ゑユ⑦4翠ユ

G呈2｢畔真ユq障>4∩[彰母盈覚ア14

茸禦｣`ε鵬蓄託母魚¢独鯉離耳Y4n

×滋⑦∩4㌧Σ^。4∩ユ.宰=～毒⊆甲(∂彦

。ゑユ(き4=¥G
【(〆障皐ユ鰹=～2.巨

詳(今晋母茎量>q⑦習製咳ゑ弩⊃1晶潴茸

9ア(ρ老‡ll律彦。γ吾翠∩禦判ユ.〔IC74

(ヘユ∩習製21薪晋∩【¢∩。4∩ユ〃製呈}

目∩圏⊃12⊇曾宰…琢1挫`翠に鵬里1峯

。4∩翠∩障⊃19

甲G量母[劉潴9【ワ惣⑦豊ア21辛ξ卑駐

泓4(螺僻.巨2曾禦ユ号阜但∩(睾`<4⑦曾

禦ユ罷垣尉=～⊇曾[彰畢律老`白望ユゑ科

§～慾¢盈章茸ら日秘勝q茸宰ユ蘂陸認準q

判ユ痴七蝉に1二酔(∂2`望9>【今ユ(汐G幸

G孕嬰亜[⑦一き/孤Ψ･/lr一厚⑦2‡ll挫

。4∩ユ⑦(}9q2｢曾禦

ユ⑦(}雰こ▽曾り9(圏迎21⑦(淋貸∩母ゑ茎

魁ユG鶉⊃1曾裂孕翻`〉障判ユ⑦(}毒辱

晋翠1面;章管魁∩慕瞳i⑦[劉Y⊃1廓索七当｣立

粛鼻⑦一y添Ψ･奄一4ア1雛妾。4.∩準

白禦鰹索鼻⑦⊂一=～Ω4∩勧珊ユ中⑦事Y

fに1推。.巨睾白禦(}224q鰯ユ∩=～菖

諺製童∩鞠弱母皆激[劉由･1`翠1ユ中(ρ号

融團魚⊃1射`曾射豪蜘暫箪:¥:コ2源与き迎

噛号1殊倒拓`η鰹2禦21⑦(}魚ら母讐年戻

Y`(き4924∩田(潔真目⊃1准目寧1推

告冒乙…皇ジ8861/奪皐1(ρヨ匡}置藍

凄
妻

1

凄

肇

聾

デ
豪

噸ぎ

攣糠 誰

禦需

ｻ,

親諏

囁繭

舞

島

溜獲2田塑●
。胃∩ユ∩

【(〆勲壬q甲(}ユ

2(}～≠4鵜壬。ゑ準qユG量コ～4G禦ユ

黎逗韓鴬瀟⊆号∩鄭暑孕G:互窪`〉源2

2曾.巨甲早:上回'2～γ=～劉.。4∩翠qユ∩

ρ駐母〃日茸吾素(}ユコ～(}蝉腐曾41蚕牽

醜鰹⑦蝉〕捧耳⑦白4'Σ^`寧li鼻退象4推

。ゑユ⑦4》男母=～

24∩畢つ･認曾勲蚕母△∠壬。乙y⊃辿自〕薙

耳ユ聖;塁コ卑9⑦日⑦老`ユ∩彦。胃∩ 　

準暫孕)窪一茸辱輩日⑦彦`ア1婁尊¥卑4推

｢o(‡(}留=～詳話章鰹隼宰弔9(う(き2∩アl

c令像推。騨⑦(}4∩率穿ミ≧94(}き鯉葎

脇(グvミ⊇〉鐸⊃1源γ⊇アに1遙き¢～窪ユGア

⊃1鼎袈ω噸罐耳(∂∩4㌧ミハ。茎幹∩9～コ～(ρ

彦｣(}塗｢oアq障》量Ψ∩コ～曾(曝ぴ繋由↓

`9(洋に1挫
｣04∩準q呈⊃1垂劉挫`謁

尊q裂∫¢漏脇〉(き勲∩04∩季qユリ黎

21G号∩袈Q智料幽¥鼻4推`箪(力日8Z

目9`胆日zコ～⊇G軍贈⊃1△∠壬♂乙y

。9ア∩ユ
.⑦(}

身黎留立2γ茸罪12耳手Y。･…･･判=～曾健

章屋⊃1≧到呆士一壬×蝉推(∂2盛像甲`目

髭羅鍛銘議冒難6レ

男嘘佃亜一

罪キ｢壬ζ幽.

...EI.. II......……..1:.

ユく碑卒毫薩草



｢喜び楽 しめ.
.､

　

わが心 よ｣･
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福知山地方部長,
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が今一番会 ってみたい人物,そ れ

私 は予言者ジ ョセブ･ス ミスです。
妻 も同感 だと言います。イエス･キ リス

トを除 くほか,彼 がこの世 で最 も人類 に

貢献 した人物であることを,い つか万人

が認める日が来ることで しょう。彼の信

仰,人 格,行 ないすべてが私 に喜 びと勇

気 を与 えてくれます。

ジョセブ･ス ミスの見神 を初めて聞 い

たとき,高 校生 だった私 は大 きな衝撃 を

受 けました。 この教会 を知 る以前から,

私 はいろいろな宗教 に関心 を持 ち,本 を

読 み,集 会 にも参加 してみましたが,心

を動かされることはありませんで した。

北陸の空は,11月 と もなると北国特有

の鉛色 に変わってしまいます。 そんな肌

寒 い日,私 は学校の帰 りに金沢で宣教師

と出会 いました。城下町での外人 はやは

り珍 しい存在で した。私は彼 らの温かい

態度 と流ちょうな 日本語に驚 き,ど んよ

りした空 とは対照的に,心 にぱっと明る

いものが差 し込んで きたのを覚えてい ま

す。約1カ 月間,家 庭集会 を受け,モ ル

モ ン経を読み,祈 りを通 して迷わずバプ

テスマを受ける決心 をしました。1965年

12月19日 に私 の新たな人生が始 まりまし

た。

それ以来,多 くの兄弟姉妹 のフェロー

シップ と指導者の導 きにより,今 日まで

信仰生活 を続 けてくることができました。

今,日 々の生活を振 り返 ってみて,5人

の子供や教会,聖 典を通 して多くの恵み

を受 けてきたことがわか ります。特 に神

様の愛 と祝福 に深 く思いをはせ るとき,

た だただ感謝 の気持 ちでいっぱいになり

ます。約20年 間の信仰生活 を考 えるとき,

人生 の節 目節 目に必 ず偉大 な教会の指導

者 との出会 いがありました。悩 んでいる

とき,苦 しんでいる とき,ま た喜びのと

きも私にとって最 もふさわしい指導者が

与えられました。 もちろん指導者か らの

助言に対 して｢な ぜ?｣と い う疑問を持

ったこともときにはあ りました。 しかし

時がたつ と,そ れらはすべて感謝 に変わ

りました。指導者の召 しや解任 は私 にと

って大切な証のひとつとなっています。

私 は現在,陶 器作 りの仕事 をしていま

す。おもに日用雑貨 を作 ってい ます。 そ

れは土 と炎,そ して感覚の世界です。 こ

の仕事 は,自 分 の信仰生活に試練 と同時

にとても良い影響 を与 えてくれています。

作陶は土 との対話か ら始 まります。良い

ものを作ろうと構 えても,決 して満足の

いくものはできません。む しろ利 己心 を

捨て,土 に歩み寄 ろうと努 力したとき,

結 果 として納得 のいく作品が生 まれたよ

うに思 います。信仰 も同じで,利 己心を

捨て,私 たちの方か ら神様 に近づこうと

努力 して初 めて喜 びを得 ることができま

す。モルモ ン経の偉大な予言者モーサヤ

はこのように言 って います。｢お前たちが

もしも神の栄光 を知 り,あ るいは神の恵
　

みを知 り,神 の愛を味わい,自 分 の心を
ゆる

これほどまでに:喜ばせる罪の赦 しを受け

ているならば,私 はお前 たちが常々神の

偉大なことと,自 分が役立たずで何 のね

うちもないことと,恩 を受けるね うちも

ない 自分に神が恵み深 く辛抱強 くましま

すこととを忘れずに思 い起 して低 くへ り

くだ り,毎 日毎 日主の御名 にようて祈 り,

天使の 口から示 された将来の ことを確 く

信 じて変 らないことを望 む。

もしもお前たちの行 いがこのようであ

るならば,お 前 たちはいつも喜 び,神 の

愛に浴 し,い つも罪の赦 しを保 ち,お 前

たちを造 りたもうたお方の栄光,ま たは

すべて正 しく真実であることをいよいよ

深 く知 るよ うになる。｣(モ ーサ ヤ4:

11-12)'

私 は1987年11月8日 に地方部長 の召 し

をいただきました。高慢な私 をも,主 は

器 として用いて くださいます。地方部 の

多くの会員に神様 の愛 を伝 え,喜 びのあ

る生活が送れるよう手助けをすることが

私の大 きな責任である と感 じています。

現在福知 山地方部 には8つ の支部があ

り,聖 餐会の出席 は20名 前後 といった支

部がほとん どです。 しかし会員は一生懸.

命 に集 い,そ の信仰の強さはすば らしい

ものです。特 に,熱 心に献身的な奉仕を

される支部長 の兄弟たちにお会 いする度,

私 は心に喜びを得,励 まされています。

同時 に私の責任の重 さを痛感 しています。

ときどき,私 に一体何 ができるのかと不

安 になることがありますが,そ の ような

ときに思 い出すのが｢見 タ,こ れわが業

にしてわが栄光,す なわち人に不死不滅

と永遠の生命とをもたらすなり｣(モ ーセ

1:39)と いう聖句です。 この短 い聖句

は,私 が何 をなすべきか,何 を根本的 に

考えねばならないのかを単純明快 に教 え

て くれ ます。すなわち,私 たちがキリス
あがな

トの贈 いと復活に感謝 し,与 え られてい

る戒 めと儀式を積極的 に守 り,』行 ない,･

生 活に取 り入れること,そ れが神様 の栄

4ロ ーカル
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に行って,訪 問客のお相手をさせられま

したが,同 席のお客様 に｢私 は末 日聖徒

イエス･キ リス ト教会 に入るために,ま

だ勉強中ですが,と りあえず酒 とたばこ,

お茶を口にしないことにしてお りますの

ご了承 ください｣と お断わ りして座

に着いたもので した。

3月5日 に,父 も老衰 していましたの

で,名 代 として親戚 や知人 を集めて母の

三回忌を営み,仏 事の施主を勤め終わっ

て,父 から改宗の了解を得 ました。私は

4人 兄弟 の中でたったひとりの男子 だっ

たので,明 治生 まれの父 にとって,そ れ

はとてもさび しい決断だったと,後 年,

妹 から聞かされ ました。 その2日 後の3

月7日 に私は安心 してバプテスマを受 け

それから間もなくバングラデシュ政府

の仕事に要請 され,工 事管理のゼネラル

マネージャーとして首都 ダッカに行 きま

した。回教国家なので,金 曜 日が休 日と

定められていて,キ リス ト教徒 である私

や部下の米国,フ ィリピンの技師たちは,

安 息 日に休 むことができな くて とても困､

そ こで私 は,毎 週休 日には千束 ワー ド

部 に手紙を書 き,10人 以上の兄弟姉妹や

宣教師たちと手紙の交換を続けたのです。

この方法で証 を語 り合 い,兄 弟姉妹 から

送られた寄せ書 きを見て 自分 も教会に同

席 しているような心境にな り,大 いに励

まされました。･

例年5月 から11月 の半年間は雨季で,

ほ とんど陽光 を見 る日があ りません。私

はガンジス川の下流をベンガル湾に向か

ってモーターボー トを走 らせ,工 事中の

島を視察することになっていました。屋

根のない船 なので,雨 に遭 うと全員下半

身がびしょぬれになるのが常で した。

6ロ ー カル

ところが私 が赴任 してから,私 たちが

移動 している道筋だけが雨雲が切れて,･

ときどき明 るい光が当た り,そ れ以外 は

全部暗黒色で雨脚が見 えることがよくあ

りました。

この ような不思議 な現象が毎回続いた

ので,カ トリック教徒のアメリカ人から

｢き ょうもあなたの神様 にお祈 りをして

きてくれましたか｣と 出発前に尋ねられ

るようになりました。

伝染病院の隣で仕事 をしていて,と き
だくすい

どき洪水で庭 に濁水があふれることがあ

りましたが,私 は全然 コレラにもかから

ず,ま たベンガルなまりの強い英語 も,

事 前の祈 りによって聞 き取 る能力に恵 ま

れ,仕 事 は順調 に進 んでいました。

堤防 と水門の工事が私 の計画 どお りに

盛期 を迎 えた10月 下旬,私 の乗 った自動

車が衝 突事故 を起 こしました。幸いにも

現地人の運転手 は軽傷だったのですが,

私 は右半身数 カ所 の骨折 と裂傷,や けど

で,1週 間後に東京の病院に送 られ,数

回の大手術 でようや く一命 を取 りとめま

した。この10日 間のことは何 ひとつ記憶

がありません。

満3年 たった現在 でも,両 手と両足 に
ま ひ

神経痂痺 の後遺症が残 って,階 段の上 り

下 りが少 し困難 で,歩 行 もときどき思 う

ように足が動かず,転 ぶ ことがあります。

また両手の指 もよく動 かず,は しやボー

ルペ ンが使 えません。

しかし神様 は私 に特別 にすば らしい宝

物の入った箱 を下 さいました。長 い病院

生活で,様 々な人生勉強 をする時間が与

えられ,他 人 の不 自由や痛み,苦 しみが

よく理解できるようになりました。 自分

よ りも先 に他人を哀れむ気持 ちが強 くな

り,そ のときどきに適切 な対応ができる

心 の宝を下さいました。神様 が私 に体験

教育を施 して くださったと感謝 していま

す。

右手に毛筆 を持 ち,左 手で紙 を動 かし

て手紙を書 くこともできるようにな りま

した。入院中の現在 でも,兄 弟姉妹 と証

の交換ができ,あ わせて私の社会復帰の

ための訓練の機会 となっています。私の

この箱 にはこのほかにもたくさんの宝物

が入っていて,復 帰の 日まで に輝 きが増
　

す ように手入れをしている最中です。(に

いぼ リ･.ひ でたか1925年 生 まれ)

帽.1

■.･.…1目..還..∴._

マ噸 銚 鷹1騎 を…1..III.　　　　　　　　　　　　.
1札塀丙零テー7キ部手種7干ド部..

木甲…:;筆;デヨ:　...焼..⊥
諭}■ 旨い`1!一.1;､.㎏..::一｣

の聞こえない私が教会に入 って,

耳 もう1年 が過 ぎました。今振 り返
ってみると,あ っという間の ことのよう

です。私は高校生のときプロテスタン ト

の教会 に行 っていましたが,あ まり活発

とは言 えませんでした。それからしばら
も

くして,末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会

の宣教師と出会 い,ジ ョセブ･ス ミスや

モルモン経,イ エス･キ リス トについて

教 えていただ き,教 会で レッスンを受 け

るようにな りました。

教会 に行 くと,宣 教師や教会貝の皆 さ

んがやさしく握手で私を迎 えてくれまし

た。今 までの私の生活では,こ の ような

ことはまったくあ りませんで した し,考

えることもできませんでした。それ に皆

さんの笑顔が私の心 を明 るくしてくれま

した。心の温か さを肌で感 じることので

きたこの ときの思 いは,一 生忘れること

はないで しょう。神様 の教会 はこのよう

な所ではないか と思いました。

みたまの導 きなので しょうか,宣 教師

から福音を学び信仰がだんだん育 ってい

く自分がはっきりわか りました。福音 を

教えていただく日が楽 しく続 き,2週 間

後の8月30日 に バプテスマを受 けました。

日がたつにつれて,少 しずつ自分が変わ

っていくように思われ ました。教会 に集
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$0858(35)5438

●心 に残 った 記 事 の感 想 文,各 地 の話 題 や

行 事,｢日 々 の 恵 み｣コ ーナ ー の証,丁 職 業

と信 仰 シ リー ズ｣,カ ッ トな どを お送 リ くだ

さ'い。 ま た,北 は 北 海道 か ら南 は 沖縄 ま で

の 幅 広 い話 題 を取 リあ げ た く思 い ます の で,

広 報 デ ィレク ター あ る い は各 種 催 し物 を担

当す る高 等評 議 員/地 方 部評 議 員の 方 は レ

ポー ター を 手配 して くだ さ る よ うお 願 い し

ま す 。4月 号 掲 載 分 の締 切 リは2月8日

〔必 着 〕で す 。投 稿 には 必 ず 連絡 先 〔電 話 番

号 〕,教会 で の責 任 〔役 職 名 〕,生 年 月 日 を記

入 して くだ さ い 。お 送 りい た だ い た原 稿 は
一 部 手 直 しす る こ とが あ りま す 。

● あて 先:〒106東 京 都 港 区 南麻 布5-10
-30末 日聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教 会｢聖

徒 の道｣編 集室 暦03(444>5264

■ お詫 び と訂 正1月 号p.56の ゴ ー ドン
･B･ヒ ンク レ ー長 老 の お 話 の 中 で｢祭 司

の職 に任 命 し ま した｣と あ るの は｢祭 司 の

職 に聖 任 しま した｣の 誤 りです 。

･8。 。。
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フ アイ と

荒野への旅
学術調査とモルモン経

モ
ルモ ン経の中には明 らかにヘブラ

イ民族の影響が色濃 く示 されてい

ると末 日聖徒 は信 じています。教会員で

はない学者はこの点 をあざけ り，重要な

こととは考 えていません。 しかし， モル

モン経の中にヘブライ文化 との際立った

共通点 を見 いだす学者 は増加する一方で

あり， モルモン経がヘブライ人やその文

化 と深 いつなが りを持 つとする聖典に記

された内容 は支持 を集 めています。最近

でも， ジ ョージ ・テイ ト， ジョン ・W・

ウェルチ，アーブラーハム ・ギリアダイ

ら3人 の学者の調査 によって，次のよう

な報告がなされています。ヘブライ文化

の最 も重要 な特色のひとつと目される出

エジプ ト伝承群 が， 二一ファイ第一書の

全編に盛 り込 まれているということです。

二一ファイ自身ユダヤ人であり，ユダ

ヤ人の両親 にエルサレムで育 てられまし

た。彼 は，父親 に学び，ユダヤ人の学問

を身につけて記録 を記 したと述べていま

す。(1二 一ファイ1：1-2参 照)こ う

した背景 を考慮すれば， 二一ファイはヘ

ブライ民族の歴史 におおむね通 じ，お も
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なヘブライ文学 は知 っていたはずです。
しんちゆう

二一ファイは真 鍮 版 からもエ ジプ ト

脱出の物語 を知 ることができました。 こ

の真鍮版には， エジプ トからのイスラエ

ル人の解放物語 だけでなく，モーセの五

書 も収め られていました。(1二 一ファイ

5：11，15参 照)こ の真鍮版が二一ファ

イの記憶を補い強めたことは疑 いのない

ところですが， リーハ イの家族 が真鍮版

を手にする以前から，二一ファイは出エ

ジプ ト物語 については知っていたのです。

(1二 一フ ァイ4：1-3参 照)

二一ファイは出エジプ ト物語を熟知 し

ており，明らかに出エジプ ト伝承群 を利

用して記録 をまとめることに慣れていま

した。.出エジプ ト伝承群 とは，奴隷が神

の助けによって救出されるという一定 の

パターンをもった様 々な物語のことで，

聖書やユダヤ人の書物 にはよく見受けら

れます。

出エ ジプ ト伝承群ではある事件がいかに

救出のパターンと一致 するかという点 に

主眼があるために，数 々の事実の生起 す

る順序 はあまり重要視 されていません。

したがって，二一ファイの記事 は必ず し

もモーセの残 した記録 の順序 に添 って記

されてはいませんが，両者 の記録 には脱

出行 に関する共通のテーマが多数見受 け

られます。その一部をここに掲載 してお

きました。(この リス トは完全な ものでは

なく， あくまで も参考用で毒って，順位

と重要 性の間 には何 の関連 もあ りませ

ん)類 似点はきわめて多く，物語 の結末

は同じです。つ まり，民は約束の地に到

着 した後，主が神 であることと自分たち

を滅亡から救 いたもうことを知るという

ものです。

出エ ジプ ト伝承群の結末 に共通 したひ

とつの特徴 は，物語の最後 が次に続 く新

時代の幕開けにつながっているという点

です。出エ ジプ ト伝承群 を形成する様 々

な物語の事件 を体験 した後，バ ビロン，

26

つまり悪 の世界 からついに予言どお り解

放されて一時代 を画するというものです。

脱出期の最後の 日に語 られる究極の証 は，

出エジプ ト記でも， 二一ファイ第一書 に

あるエルサレム脱出行で も同 じものです。
なんじ

「されば
，天下 の民は主なるわれが汝 ら

あがな

の救 い主であって，汝 らの照い主， ヤコ

ブの全能者であることを知 るのである。」

(1二 一ファイ21：26。 イザヤ49126参

照)

二 一ファイの出エジプ ト伝承群 の用い

方 を見ると，彼がヘブライ文学の手法を

自由 に駆使 していたことがわか ります。

彼の手になる二一ファイ第一書 は，ヘブ

ライの構成手法，ヘブライの予言の仕方，

ヘブライの表現方法，ヘブライ文学 に登

場す るテーマで満ちています。実にこれ

は「ユダヤ人の学問…… から成っている」

書物なのです。(1二 一ファイ1：2)□

二一ファイ第一書と出エジプト記の類似点

二一ファイ第一書 出エジプト記 記事共通テーマ

16116116 13：21 主の導きを受ける

1：20 1：11-16 抑圧された状態

22 37-18 主から脱出の命令を受ける

26-7 3：18;15：22;20：253日 の旅 の 後 ，犠 牲 を捧 げ る

2：11-12;52;16：2015：24;16：2-3 主 に 向 か って つ ぶ や く

2：15'39;10116 18：7;33：8 天幕に住む

2：20 3：17 新たな受け継ぎの地を約束される

4：12 17：8-13 敵に打ち勝つ

76-7 14：12 元の地に帰ることを願って反抗する

91-4 17：14 旅の記録

11：1-14：27 19119-31：18 高い山の上で教えを授かる

15：6-16：5 19：3-25 天の教えを受け，予言者が民を教える

16：10 7：9-2L8：16114116奇 跡 的 な道 具(杖 と リア ホ ナ)

17：3-5 16：11-18 主によって食糧を備 えられる

17：4 16：35;申 命82 長期にわたって荒野の旅を続ける

1716 1613;17：1 荒野で様々な苦難を味わう

17：26118：8-23 14：21-22，29;15：19海 を 越 え る

17：55 14：31;20：12 主の力を認める

18：7 18：3-4 荒野でふたりの息子が生まれる

18：8 14121 主が風を吹かせたもう

18：9 32118-19 邪悪なお祭 り騒ぎにふける

18：20 32：10 主から死の脅威にさらされる

18：23-25 ヨ シ ュア11：23 約束の地を受け継ぐ

19：11 20：18 雷が生じ，稲光が走る



ポルトガルの聖徒たち
ド ン ・L・サ ー ル

フェルディナン ド ・マゼランやバスコ ・ダ ・ガマを生んだ

この国で，今は多くの改宗者が新たな霊的生活に心を向け
一

ている。

若 騰 描響 筆鎌 侵 餐簑碧碧製
ポル トガルの主要都 市 ポル トにア メ リカ人宣教 師 の一行 が

到 着 した とい うニ ュース をラ ジオ で聞 きま した。 そ して そ

の うちのふ た りが， その 日の晩 に彼 の家 の ドアをたた いた

とき， アル チ ノは彼 らが そんな に も早 く自分 の家 を訪 問 し

て きた ことにび っく りしてい ました。

彼 と妻 のナ ザー レは，福 音 に対 して最初 か ら心 を開 いた

非 常 に熱心 な求道 者 で した。 ふた りは宣教 師 か ら教 わ った

什分 の一 な どの教 えをす ぐに実行 し始 め ま した。 それ まで

カ トリック教 徒 として育 って きた ナザー レは， ほ かに も教

会 が あるな ど とは夢 に も思 って いませんで した。 しか し宣

教 師 か ら教 わ った こ とは どれ もみ な， 彼女 がそれ まで心 の

中で信 じて きた こと とまった く同 じもの で した。彼女 はこ

う話 して います。「家族 はこの世 だけ の もので はな く，永遠

に続 くもの であ るとい う教 え は，私 にとって これ までで最

もすば ら しい教 えとな りま した。」

やがて， ふた りはバプ テス マの チ ャ レンジを受 け ました

が， アル チノは まだその ような約 束 をす る用 意が で きて い

な い と言 って 断わ りま した。

ナザー レは夫 の その決 断 に内心動揺 しま した。 とい うの

は，彼女 はすで に宣教 師 か ら学ん だ ことにつ いて祈 り，真

実 であ るとい う証 を得 て いたか らです。彼女 はアル チノの
かつとう

中に大 きな葛藤 が あ るこ とを知 りませ んで した。 その 月曜

の晩，宣教 師 たちが シル バ夫 妻 のアパ ー トを去 った あ と，

アル チノは相 反 する、言・たつの思 い に頭 を混 乱 させなが ら言

い ました。「彼 らを呼 び戻 す んだ。いや，い い… …や っぱ り

呼 び戻 そ う。… … いや， や めてお こう… …。」

宣教 師た ちは金 曜 日に また来 ることにな ってい ま した。

しか し週 の 中頃，彼 らは シル バ夫妻 を再 度訪 問す るよう に

との強 い気持 ち を感 じました。宣教 師の訪問 を受 けたアル

チノは こう言い ま した。「あなたが たが ここに来 られたか ら

にはバプ テ スマ の 日を決 めなけれ ばな りませんね。」

1977年2月 にバプ テスマ を受 け， シル バ夫妻 はポル トの

数少 な い末 日聖 徒 の仲間 に加 わ りました。 その地域 での教

会 の発展 に伴 い， アル チノ とナザー レはい ろいろ指 導的 な

責 任 を受 け ま した。 彼 は現在 ， 国内 では2番 目のポル トガ

ル ・ポル トステーキ部 のス テーキ部長 の責 任 にあ ります。

奉献の祈り

1975年4月22日 ，十二使徒評議員会会員の トーマス・S・

モ ンソン長老は，ポル トガルを伝道の地 として奉献 しまし

た。 シルバ夫妻は，モンソン長老がその奉献のときに心 に

描いていた会員像 そのもの と言えるかもしれません。 リス

ボン郊外 にある風の強 い丘の上で，モンソン長老は数少 な

い宣教師とバプテスマを受けたばかりのポル トガル人会員
け さ

が取 り囲 む中で，「今 朝 ここ に集 った人々 の上 に祝福 があ る

よ うに」 と祈 り， さらにこ う続 け ました。 「彼 らは確 かに，

人が従 うべ き道 を示 す開拓 者 たちです。天 の父 よ，願 わ く

は， この地 に会員 が増 え ます よう に……。」

そこは， 海岸 線 に押 し寄 せ る大西洋 の 白波 が レー スの よ

うな美 しい模様 を見せ て くれる ロカ岬 か らさほ ど遠 く離 れ

て いな い地 で した。 モ ンソ ン長 老 はそ こで次 の ような奉献
ささ

の祈 りを捧 げ ました。「父 よ，我 らはい に しえにこの地 より
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航 海者 が旅 立 って行 った ことを知 って い ます。 また ポル ト

ガル の人々 が冒険心 に満 ち， あな たを信 頼 し未知 の世 界へ

の探索 に向 かった こと も知 ってい ます。願 わ くは，彼 らが

あ なたを信 頼 し， この 日よ り，永 遠 の生 命へ と導 く真理 に

心 を向 けて いくよ うに… …。」
ささ

現在 の第二副管長 で あるモ ン ソン長老 に よって捧 げ られ

た この祈 りは，教会 の急速 な発 展 という形で着実 に成就 さ

れつつ あ ります。

末 日聖徒 の宣教 師 が初 め て この地 に到 着 したの は， ポル

トガル政 府 の許 可 が下 りた1974年 の 後半 の こと で した。

1975年 の7月 に は，わず か100人 の 末 日聖徒 がい るだけで し

た。しか し1978年 に は会員 が1，000人 以 上 に，そ して1984年

砂 中ごろ までには約5，000人 に増 え，それ以後 は2倍 以上 に

増 えてい ます。1987年 の終 わ りまで に， ポル トガル の末 日

聖徒 は1万1，000人 以 上 になると見 られています。 昨年 の リ

スボン伝道 部 の分割 に伴 い，新 た に北部 を管理 する ポル ト

伝 道部 が開設 され，7月 か ら活動 を開始 して い ます。

備えられた人 々

ポル トガル ・リスボ ンス テー キ部 の ス テー キ部 長 ビタ
じ一 ・マルチ ンズは

，、ポル トガル ヘの福 音 の到来 は まさに時
ぎ

宜 を得 た出来事 であ り， 主 に備 え られ た多 くのポル トガル

人が福音 を受 け入 れ る用意 がで きて いた と語 ってい ます。

マル チ ンズ ステーキ部長 自身 も， こうした初期 の改 宗者 の

ひ と りです。

また彼 は， ポル トガル 人は非常 に謙 遜 な民 で あ り， 多 く

の人が心 を開 いて宣教 師 の話 に耳 を傾 けるであ ろう と語 っ

て います。ポル トガル人 には，「人々 に分 け与 え，人 々 を助

け る」 こと をいとわな い国民性 が あ ります。 多 くの人々が

教会 の責任 に熱心 なの はごう した背景 が あるか らではな い

で しょうか。 マル チ ンズステー キ部長 は， その例 と して ア

ン トニ オ ・レメ とマエ夫妻 を含 む ステー キ部 内の 多 くのす

ば らしい人 々を あげて います。

レメ夫妻 もまたポル トガルにお ける末 日聖徒 の開拓者 で

す。 ブ ラジル出身 のふた りは， パ イロ ッ トだった ア ン トニ

オのポル トガル国内航 空へ の勤務 に伴 って，1965年 に ヨー

ロ ッパ に移住 しました。 マエは， スカウ ト隊 の手伝 いを し

ている ジェラル デ ィン ・バ ンガー ターに出会 って以来， 息

子 がイー グル ・スカウ トに昇進 で きるよ う励 ま し続 けてい

ます。 マエ は知 り合 ってす ぐに， バ ンガー ター姉妹 が末 日
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聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 のポル トガル伝道部 長W・ グ ラ

ン ト・バ ンガー ター長老 の夫 人で ある ことを知 りま した。

(バ ンガ ーター長老 は伝 道部長 に在任 中 の1975年4月 ，七

十人 第一 定員会 の会員 に召 されて いる)

マ エが教 会 に関心 を示 し， もっと詳 しく知 りたい旨 を伝

える と， バ ンガー ター姉 妹 はす ぐに宣教 師 を送 る手配 をし

ました。 レメ夫妻 は，熱 心 な求 道者 として7カ 月 間 もレ ッ

スンを受 けま した。 レメ夫妻 が教 会 に加 わった とき も， ポ

ル トガル の会員数 は まだ少 な く， リス ボ ンの ホテルの一室

で集会 を開 いて いる状 態 で した。

ア ン トニオ ・レメ は現在， リスボ ン郊外 の地 に組織 され

て間 もな い， オ エイ ラスワー ド部 の監督 を して い ます。彼

はこ う語 ってい ます。 「私 は， 何 か をなす よ う に召 され た

ら，神 は必 ずな し遂 げ るための方法 を与 えて くださる と信

じて い ます。」パ イ ロ ッ トの仕事 か ら退職 して も，彼 は教 会

の召 しに忙 しく立 ち働 き，退職 した とい う実感 が わいて こ

な いほ どです。しか し彼 は奉仕 を特 権 であ る と考 え，「教 会

のた めに時間 を使 うこ とは少 しも苦 にな りません」 と言 っ

てい ます。

新しい礼拝堂

レメ監督は，ポル トガルの会員たちが直面 している問題

のひとつとして，集会 に集うための交通手段 をあげていま

す。 自家用車を所有 している人が比較的少なく，公共の交

通機関の費用 もばかにな らないのセす。ホームティーチン

グや家庭訪問が思うようにできない人々 もあ り，多くの会

員は礼拝堂に着くまで，かなりの距離 を歩いて行 かなけれ

ばなりません。

リスボン第4ワ ー ド部 のマヌエル ・ホア ・コレイア ・テ

レ監督 は，ワー ド部管轄区域の地図の真ん中を指さしなが

1.ア フリカや新大陸へ向けて船出したポルドガルの航海

者たちをたたえて，リスボンのタホ川添いに建てられ

た記念碑。右端の人物が航海王ヘンリー(1394-1460)

2.大 西洋を望むロカ岬

3.ポ ルトステーキ部のアルチノ ・シルバステーキ部長夫

妻

4， ポルト・ガルにおける教会の成長を象徴する，ポルチマ

に建てられた礼拝堂。今ではポル トガル各地にこのよ

うな礼拝堂が建てられている。

5、 リスボンのオエイラスワード部のアント・ニオ ・レメ監

督夫妻





ら，「ここに礼 拝堂 がで きれば，出席率 は2倍 にな るんです

が」 と語 って います。1987年 の初 めに は，4つ の ワー ド部

が組 織 されて いる100万 人都 市 の リスボ ンに，礼 拝堂 が わず

か、言、たつ しか あ りませ んで した。 それ も距 離的 にかな り離

れ た所 に建 ってい ました。 ポル トガル の多 くの礼拝 堂 の例

にもれず， そのふた つも別 の用途 で建 て られ ていた建 物 を

改築 した もの です。

「教会 は急速 に発 展 して い ます。賃 貸の集会所 を借 りる

のに忙 しくて走 りまわ らなければ な らな いほ どで す。」 こう

語 るの は リスボ ンの教会 財政 記録 部 の地区 マネー ジャー，

ホセ ・A・ テキ セイ ラ兄 弟 です。 ポル トガルで は今末 日聖

徒 の礼拝堂 がい くつか建 築 中です。 それ以外 にも着工 予定

の ものがい くつ かあ ります。

1980年 か ら82年 まで ポル トガルで伝 道 した テキセイ ラ兄

弟 は， ポル トガルに おける この教会 はまだ小 さな存在 なが

ら，礼拝 堂 は求道者 にと って確 固 とした シンボル になって

いると語 ってい ます。 「きちん とした教 会 の建物 を見 れ ば，

しっか りした教会 で ある ことがわか るはずで す。」

しか しアルガル ブ地方 部 フ ァロ支部 の ブ リジダ ・イノセ

ンシオ姉 妹 の例 を見 る とわかる ように， 彼女 の ような姉妹

た ちが持 ってい る霊 的な力 は，建 物 以上 に教会 の発展 に大

きな貢献 を して いる ようです。息子 が末 日聖徒 の友 人 と親

しくしていた ことが きっかけで改宗 したイ ノセ ンシオ姉 妹

は，折 につ け人 々に福 音 を分 か ち合 って い ます。 た とえば，

彼女 は 自分 の家 に間違 って届 け られ た手紙 をきっか けに，

自分 と同 じ姓 の女性 と親 しくな り， 彼女 を フェロー シ ップ

し，教会 に連れ て行 きま した。 イ ノセ ンシオ姉妹 は笑顔 で

こ う話 して います。 「で も彼女 は まだ会員 にな って い ませ

ん。」

アル ガル ブ地 方部 には，'ブ リジダ ・イノセ ンシオ以外 に

も愛 と一致 に寄 与 してい る会員 は数 多 くいます。 ポル トガ

ル最 南端 のアル ガル ブ地 方 は， 「太 陽の ポル トガル」を象徴

す る観 光用 ポ スターの背景 に もな りそ うな所 です。2月 ご

ろになる と， 熟 れたかん きつ類 が，家 々 を取 り巻 く うっそ

うとした果樹 園 に鮮 や かな色 ど りを添 える ようにな ります。

フ ァロやポル チマオ， アルブ フエイ ラ， ラ ゴスな どの海岸

や波止場 は，夏 の間中外 国か らの旅行 者 で にぎわい ます。

海岸地帯 か らそ う遠 くな い地域 で は，丘 の上 に立 ち並 ぶ

白い壁 の家々 を背景 に， 羊 たちが コル クガ シの木立 の 中で

草 をはんで います。
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ポルチマオは， ポル トガルで最初に末 日聖徒の礼拝堂が

建 てられた所です。この町にもフィロメナ ・シマオー家の

ような開拓者の会員がいます。家族が初 めて福音を聞いた

とき， シマオ姉妹 はまだ十代でしたが，宣教師が彼 らの家

を訪れたとき，彼女は 「とても強いみたまを感 じ」 ました。

そしてすぐに，現代 も啓示が与えられるという教 えを受け

入れました。 それは，愛する天父はどの時代 にもご自分の

子供たちに真理 を伝 えてくださるはずだと信 じていたから

です。

バプテスマを受 けたあと，友人から反対 されたこともあ

りまレたが，福音 を受け入れようと受け入れまいと関係な

く，彼女 は人々を愛 し続 け，大勢 の人々との友情を培 って

きました。彼女 は，後にイギリスでの伝道を通 してたくさ

んの霊的な経験 をしました。それは今 なお彼女 に影響 を及

ぼ しています。

若者 にとって のチャ レンジ

オエ イラ スの18歳 になるカー ラ ・ドゥアル テ ・フ ィジ ェ

ル ドは， ヨー ロ ッパの若 い末 日聖徒 にとって教 会 の標準 を

貫 き通 した生活 をす るのは大 変 な ことであ ると言 って い ま

す。 カー ラは生 まれ はロー デシア(現 在 の ジ ンバブ エ)で

すが，人生 の3分 の1を ポル トガルで過 ごしてい ます。 ま

た母親 の仕事 の関係 で，6年 間 スペイ ンで暮 らした ことも

あ ります。(彼 女 の両親 は離婚 して います)赤 毛 で いつ も笑

顔 を絶 やさな いカー ラは，英 語， ズペ イ ン語 ， ポル トガル

語 を話 す ことが で きます。

「教会員 として生 活 して いくには，相 当な努力 が い りま

す。」彼女 は こう話 して います。若 者 たちは アル コール や麻

薬，不道 徳 とい った十代 に共通 の誘惑 に直面 して いるだけ

で な く，霊的 な標 準 を鼻で あ しらわ れた り，敵 意 を持 たれ

るこ とさえあるの です。「知 恵の言葉 は 自分 のため になる も

のです から，従 うの は当然 だ と思 い ます。」カー ラは この よ

う に言 って います。 友人 や知 人 にその理由 を尋ね られた場

合 には説 明 をす るので すが，皆 「す ぐに耳 を閉 ざ して し ま

い ます。」

ポル トの15歳 になるカル ロス ・テキセ イラは，教 会 のい

ろいろな活動 が，忠実 な末 日聖徒 の若者 たちの心 を引 きつ

け，教 会員 でな い友 人た ちに もそれ に参 加 する機 会 を提 供

してい ると言 ってい ます。 ス ポーツの ほかにダ ンスや劇 な

ど も人気 があ ります。雨 の土曜 日に行 なわれ る卓球 の試合



㌦

には，数は少 ないですが，熱心な選手や観客がステーキ部

センターに集まってきます。(大きな家を改造 したその建物

は有効 に使われています。ほかの部屋 ではバプテスマ会が

行なわれ，2階 の部屋ではワー ド部の扶助協会の活動計画

会が行なわれた りします)カ ルロスは，ポル トの教会貝は皆

「兄弟姉妹 に真理を伝 えるために熱心に努力している」 と

話 しています。

ポル トガルで伝道 中の宣教師の40パ ーセン トはポル トガ

ル人かブラジル人です。.ポ ル トガルの若者たちは伝道の召

しに実によくこたえています。 しかしそれには大 きな犠牲

が伴 っています。兵役の義務 のために，伝道期間を短縮せ

ざるを得ない場合 もあります。 また大学では宗教活動のた

めの学業中断は歓迎 されず，再入学 は困難です。そのよう

な犠牲があるにもかかわらず，ホセ ・テキセイラはこう語

っています。「伝道 に行 く道 を選んだ私 の決心は間違ってい

ませんでした。伝道 は私の教会員 としての生活の土台とな

りました。」それはまた指導者 としての土台でもありまし

た。彼は現在 ポル トガル ・リスボンステーキ部の第一副 ス

テーキ部長 をしています。ポル トガルの教会はどこも一様

に若 い帰還宣教 師の力によって支 えられています。

1，800人もの会員を抱えるセツバルステーキ部では，常時

20人 の若者が伝道 に出ています。セツバルは， リスボンか

ら南へ45分 ほど行 った港町です。 この地方の支部 は広い地

域 に散在 しています。 しかし地方部長のオクタビオ ・ダ ・

シルバ ・メロは，「ここでの伝道活動 はうまくいっていま

す。会員の手助けのおかげです」と語 っています。この地

方部では，1986年 中に， ポル トガル全土の会員数の20パ ー

セン トにあたる380人 ものバプテスマがあ りました。

メロ地方部長は，「ポル トガルでは教会が大 きく発展 して

います。人々は善良ですし，福音を知れば，心 を開いて受

け入れ，神の教えがもたらす喜びを理解できる人がたくさ

ん備 えられて いる」と語 っています。

この伝道 の精神 は， リスボンから北へ3時 間ほど行った

所にあるコインブラの町で も見 ることができます。丘陵地

帯に広がるコインブラは，ローマ時代 にまでさかのぼる古

い歴史 を持 ち，今 もなお発展を続けている町です。町の中

央には，狭 い路地や大通 りへ と続く古い曲がりくね った道

が縦横 に走っています。町の中を流れるマンデゴ川からは

階段状 にビルが建 ち並んでいます。 コインブラは学問の町

として人々に知 られています。 コインブラにある大学の中
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には，1290年 代 に建て られたものもあります。この町は，

宗教的には伝統的な色彩の強い町ですが， それでも末 日聖

徒 イエス・キ リス ト教会の4つ の支部があり，会員 も450人

ほどいます。.
「私 は宣教師の手伝 いが大好 きです。ほかの人たちにも

福音を知ってもらいたいし，幸せになってもらいたいので

す。」 こう言っているのはイレーネ・マルキスです。体 は小

柄でも非常 に活動的な彼女 は，市場で衣服 を売るジプシー

です。指にはめたいくつかの銀色の指輪の中には，手伝 い

をした宣教師からもらったCTRの 指輪 も光 っています。

家族の反対があって教会に入れなかった数年間，彼女は一

生懸命 ほかの人々を宣教師に紹介 し，福音を伝えました。

旧友で コインブラ地方部長のホアキム・ホセ ・ダ・シルバ・

アイレスから3年 前 にバプテスマを受けてからも，彼女は

絶 えず この伝道精神 を持ち続けてきました。

アイレス地方部長 は親 しみやすい人柄の，絶えず人々に

真実の愛を示すすばらしい人です。しかし末 日聖徒の宣教

師に出会 ったころの彼は，無神論者の家庭で育 った懐疑論

者でした。宣教師たちはまず彼の妻 ドミチラに会いました。

彼女は宣教師たちに，夫は彼 らのメッセージを受け入れな

いだろうと忠告 しました。 そこで宣教師たちは，宗教の話

を抜きにして3度 ほど彼の家を訪問し，彼 をよく知 るよう

に努めました。 しばらくたって，彼の方から何を望 んでい

るのかと宣教師たちに尋ねてきました。聞いていたとおり，

彼 は福音には興味 を示 しませんでしたが，妻へのレッスン

には反対 しませんでした。 しかし，3回 目の レッスンのと

きに，彼は福音のメッセージに心 を動かされ，1977年7月

に妻と共 にバプテスマを受 けたのです。

ポルトガルにおける最初の夫婦宣教師

アイレス兄弟姉妹 は，1984年 にポル トガル人最初 の夫婦

宣教師 に召されました。豊 かな人生経験 と語学力を備えた

ふたりは，若い宣教師に負けないくらいの力を持 っていま

した。ふた りはまたポル トガルの社会や文化にもよく通 じ

ていて，特 に既婚者が相手の場合 は大 きな力を発揮 しまし

た。

アイレス夫妻は，コインブラの，ある近代的なビルに住

んでいます。(都会のポル トガル人たちは，たいていそのよ

うなアパー トに住 んでいます。一戸建ての家を持 ったり，

借 りたりする人はあまりいません)建 物の裏側 にある車庫
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用の空 き地 には，物 置 きや鳥小屋 が置 かれて います
。

アイ レス兄弟姉妹 は， ポル トガル の植 民地 であ ったア フ

リカのモザ ン ビー クで24年 問生活 して い ました。彼 ら もフ

ァロのカブ ラル家 ， ポルチマ オの シマオー 家 そ して セツバ

ルの メロ地 方部長 と同 じように，1970年 代 半 ばの植 民地独

立 に伴 いア フ リカ を去 って故国 ポル トガル に戻 って きた引

き揚 げ者 だ ったのです。

か つて植 民地 に住 ん でいた人 た ちの 中か ら多 くの改宗者

が出て い ます。教会 はこの傾 向 に対 して， アフ リカか らの

引 き揚 げ者 た ちは比較 的考 え方が新 しい という見方 を して

い ます。彼 らは，生 活が大 きく変化 し， 引 き揚 げ時 にほ と

ん どの財産 を手放 して きてい るため に，精神 的 に非 常 に謙

遜 にな ってい るの です。

ポル トガル ・リスボ ンステー キ部 の祝福 師 アーナル ド・

テ レ久・グ リロは， 「何 もか も失 いま した。 で もそれ で良 か

ったので す」 と語 って います。

ア ンゴラで銀行 業 につ いていた とき， 彼 は家 を4軒 と車

を数 台持 ってい ま した。 しか し現在 は， 妻 のエー ジニア と

リスボ ン郊外 の小 さなアパ ー トに住 んで います。 アフ リカ

の記念 として残 って いるの は，部 屋 の片隅 にあ るわ ずかな

美術 品 と， かつて はた くさんあ った立 派な蔵書 の一部 だけ

です。「アフ リカか ら戻 って来 たば か りの とき は，失 った も

のがあ ま りに多す ぎて とて も苦 しい生活 で した。」テ レス・

グ リロ兄弟 はこ う語 ってい ます。 そして彼 はそ うした状況

が あったか らこそ， 宣教 師か ら福 音 を聞 い たと きに，永遠

の祝福 がいか に大切 な ものか を真剣 に考 え られ たの だと言

ってい ます。

「少 しも犠 牲で はあ りませ ん
」

テ レス ・グ リロ兄弟 と姉 妹 は1977年 に バプ テスマ を受 け，

その後 ス イス神殿 で結 び固 めを受 けて い ます。彼 は今， ポ

ル トガル に神殿 が建 て られ る 日を夢見 てい ます。 費用 と長

旅 の大 変 さを考 える と， ポル トガル の聖徒 たち にとって，

スイス神 殿 で執行 され る神 聖 な儀 式 にあず かるの はなかな

か大変 な ことてす。神殿 まで は2，500キ ロ もあ り，バ スで行

くとまる2日 もか かるので す。

「で も目的地 に着 いて神 殿 が見 える と
， 少 しも犠 牲 な ど

とは思 いません し，長旅 の疲 れ もとれ て しまい ます。」テ レ

ス ・グ リロ兄弟 はその ときの気持 ちを思 い出 しなが ら こう

語 って くれ ました。
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このような状況 にありなが ら，神殿参入 を何よ りも大切

な目標として頑張 っている人々もいます。 ポル ト第一ワー

ド部のア ドリアーノとアナ ・マリア ・バロ夫妻は，1985年

に神殿 で結婚 しました。婚約 中，彼 らは 「神殿結婚」と書

いた貯金箱を用意 し，旅費を毎 日ためていました。 ところ

が，結婚式の1カ 月前に彼女の方が失業 してしまい，神殿

に行 く費用 も結婚 費用 も足 りなくなりそうでした。誌、たり

は市民結婚だけでがまんするよりは，結婚を先に延ばすこ

とを考 えました。しかしふた りは信仰 によって問題を克服

し，神殿 に行 くことができたのです。ふたりは，経済的に

は決 して楽 ではないが，必要なものには恵まれていると話

しています。

大人たちの神殿 に対する真剣な考え方は，若い教会員た

ちにも大 きな影響 を与えています。ポル トステーキ部には，

死者のためのバプテスマを受けに神殿に行 く費用 をためて

いる青少年 もいます。そしてバロ夫妻のように，多くの若

人が神殿結婚以外にはどのような結婚 もあり得 ないと考え

ているのです。

国中の至る所で，小 さな事柄の中に福音の力を感 じとる

ことができます。 リスボンステーキ部のオエイラスワー ド

部 のレメ監督は，このように言 っています。「ポル トガルの

国自体が変 わってきているように思えます。教会の力はま

だ微々たるものですが，主がこの国の人々に特 に力を注 い

でくださっていることは確 かです。」

12年前 に奉献の祈 りの中でモンソン副管長が嘆願 したよ

うに，教会 は着実 に発展を続けていますが，ポル トガルの

聖徒 たちは，1986年 にそのことを再確認する言葉を聞いて

感謝の念を新 たにしています。ポル トステーキ部が組織さ

れた1986年11月2日 に，十二使徒評議員会のラッセル・M・

ネルソン長老が会員たちを前 にして，ポル トガルにやがて

たくさんの伝道部， ステーキ部が設立される時が来 るであ

ろうと話 したのです。

テレス ・グ リロ兄弟 は，その日が来 る前にポル トガルの

末 日聖徒 は，福音が広がるのを阻止 しようとするサタンの

力に立 ち向かわなければならないだろうと述べた後で，次

のように言っています。

「しかし私は，指導者たちが予言 してこられたように，

教 会が国中に広がると確信 しています。」テレス・グ リロ兄

弟 と同 じように，大勢のポル トガルの末 日聖徒は， その予

言が成就する日を心待ちにしています。□
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の女性 たちが している仕事の多く

は，どれ もみな目立たない地味 な

ものばかりです。病気の赤ちゃんを一晩

中抱 きかかえてあやしてあげること，1

日に食べる分 のお米を計 ること，悲 しむ

友人に慰 めの言葉 をかけること。霊 と肉

体 のふたつを養 うこれ らの仕事は，実に
じ もく

つつましい仕事です。決 して人々の耳 目

を引きつける， 目立つ ものではあ りませ

ん。

このような働 きをしている多くの女性

たちが，次の主のみ言葉 に共鳴 したとし

て も不思議ではあ りません。主 はこの よ

うに言われました。「だれでも一 ばん先 に

なろうと思 うならば，一 ばんあとになり，

みんなに仕 える者 とならねばならない。」

(マルコ9：35)も し このような女性た

ちが福音を知 ったなら，その喜びと，人々

を祝福 しようとす る力はさらに増 し加 え

られていくことでしょう。

8年 前， スペ ンサー ・W・ キンボール

大管長 は，この最後の神権時代 の王国に

おける女性の役割 を強調 し，次のように

言 われました。

「この末 日に当教会 において驚 くべき

発展が見 られますが，その多くは世の立

派な(優 れた霊性 を備 えている)女 性 た

ちが，大勢 この教会 に入 ってくるおかげ

であると言えるでしょう。……こういっ

た女性たちは真の謙遜さを身につけてい

ます。その謙遜 さたるや，華 々し.いもの

ではあ りませんが，実 に完全 の域 に近い

ものと言えます。」(『義 なる女性 の役割』

「聖徒の道」1980年3月 号
，pp.142-43〉

で は，教会 に入 って，教会をさらに強

めていく謙虚 さ，霊性，高潔な人格 を身

につけたこの善良 な女性 とはだれのこと

でしょうか。 それは，主の声を聞 き，真

心 を尽 くして主に仕えようとしている，

世界中にいる女性 たちです。今後何 回か

にわた り，「聖徒の道」ではそのような女

性 たちを紹介 していきたいと思います。
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ルビアン ・セクイ姉妹と夫のフェIJッ

クスは/972年 に結婚し，/980年 に改宗

した。
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ら，祈 りと聖書か らの話で毎 日の レッス

ンを始めています。彼女 はまた子供 たち

に，家族 と一緒 に祈 るように勧 めていま

す。セクイ姉妹 は，金銭的 な余裕のない

子供たちには鉛筆や ノー ト，チ ョークな

ども分 け与えています。 また視覚教材 を

ふんだんに取 り入れて，子供 たちが学び

やすいように工夫 しています。セクイ姉

妹の教 え子 は皆，サン ト・ドミンゴの町

で出会 った子供 たちです。「町でだれにも

かまってもらえないような，汚い格好 の

はだしの子供 を見かけると，す ぐ 『い ら

っしゃい， こわがらな くていいのよ。家

はどこ?』 と声 をかけてしまうんです。」

それから彼女は自分 のクラスに入れても

よいかどうか許可を もらいに， その子 と

一緒に家 に行 くのです。

月 に1度 ，彼女 は両親 を夕べの会 に招

待 し，子供たちの成長 ぶ りを見てもらう

ようにしています。 そのときには，親た

ちが霊的にまた道徳的に高め られるよう

な話 をするようにしています。「親が子供

たちをもっとよく教 え，導 くことができ

るように指導することが私 たちのね らい

なのです。」セクイ姉妹 は改宗 させること

を目的 としているわけではあ りませんが，

子供 が彼女のクラスに来てからバプテス

マを受けた家族もいます。

セクイ姉妹は大学で初等教育の学位を
きようべん

取得 してお り，公立学校で24年 間 も教 鞭

をとって きました。看護婦 としてまたソ

ーシャル ワーカーとして も活躍 してきて

います。「私 自身は欠点 だらけの人間です

が，ほかの人々，特に貧 しい人々を見 る

とじっとしていられなくなるんです。」

カ トリック教会 の会員だったころ，彼

女 はよくろばに乗 って田舎 に出向 き，

人々に衣服を持 っていってあげた り，福

音を伝えたりしたことがあります。

看護婦 として働いた経験 もまた彼女に

大 きな影響 を与 えています。「病院 という

のは，人々の愛 や苦 しみがよく感 じられ

るところです。私は病院で人を愛するこ

とを学 びました。患者の世話をするたび

に，『もしこの人がイエス様 ならどんなお

世話をす るだろうか』 と自分 に問いかけ

るようにしていました。いつもその こと

を忘れずに，不安 や不快感，悲 しみを顔

に出さず，一人一人の中に主のみ姿 を見

ながら病人を愛するように努 めてきまし

た。」

1961年 ， ルビアン ・セクイは， より良

い生活を営むための技術 を若 い女性に教

える職業訓練学校 を創設 しました。彼女

はいまなお，その学校の管理 をしていま

す。300人 以 上 もの生徒が裁縫 や仕立て，

菓子 づくり，織 り物，そのほかの手仕事

を学 んでいます。 この学校は，生徒が支

払い能力に応 じて納 めるわずかな授業料

でまかなわれています。

セクイ姉妹 と夫のフェリックスは1972

年 に結婚 し，1980年 にバプテスマを受 け

ました。 、言・た りが教会 を知 ったのは，姉

妹宣教 師たちが開いた福祉フェアを通 し

てでした。彼女は当時を振 り返 ってこう

言っています。「私はまず家族 を大切 にす

るとい う点 に，そ して福音 はすべ ての

人々に伝 えられなければならないという

考 え方 に引きつけられました。」それ以来

彼女 はずっと扶助協会会長の責任 を果 た

してきました。彼女の夫 は， ドミニカ共

和国の教会教育部 の部長 をしています。

セクイ夫妻はひとりの娘 を亡 くしていま
ゆ

すが，15歳 の男の子 と12歳 になる女の子

がいます。12歳 の娘 はよく母親の仕事 を

手伝 います。

現在，ル ビアン ・セクイは，衣料品店

を開 くための準備 をしています。1週 間

に1度 ，昼 に教会 の姉妹たちに集 っても

らい，地元の団体 から寄付 された端切れ

で服 を縫 ってもらうのが彼女 の夢 です。

そうして教会 内外 を問わず，貧 しい人々

に衣服 を分けてあげたいと考 えているの

です。彼女のもうひとつの願 いは，重度

の障害児が治療を受けなが ら生活できる

施設 を建てることです。

セクイ姉妹 は，地上での彼女の目的 は

まず 自分 の家族 のため に， そ して次 に

人々のためにたゆまず働 き続 けることで

あると言 っています。彼女は自分の仕事

を建物 を建てることにたとえて こう言 っ

ています。「私 の目標 は，この世に家を建

てることではありません。 この世の物 は

すべて， いずれ朽 ち果てていくものです

からね。永遠 に住 むことになる天 に家 を

建 てるのが私 の願 いです。」彼女はまた，

常 に悔 い改めをすることが必要であり，

もしそうでないと自分 の働 きはむなしい

ものになってしまうと感 じています。 ま

た主 に対する信仰 と希望 を強 めることは，

自分 自身の責任であると信 じています。

6歳 のジェフ リー ・メンテロと彼の小

さなクラスメイ トにとって，読み書きを

教 えて くれるこの美 しい女性 は， とても

大切な人です。彼女がいなければ，よ り

良い生活を築 くためのすべを身につける

ことができないのです。 しかしセクイ姉

妹 は， 自分 自身をごく普通の人間である

と思 っています。そして淡々とこう語 る

のです。「主 はご自分の子供たちを使 って

人々に善 をなされうのです。」□
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私
はよく次のような質問 を受 けます。

「わがままが結婚生活における ト

ラブルの大 きな原因になっていますが，

自分の必要 は後 回しにして，常 に伴侶の

ことを先に考えなければならないのでし

ょうか。 どんなときも常に相手の必要 を

最優先 にすべきで しょうか。」

自分 自身の必要 と伴侶の必要 をバラン

スよく保っ方法はたくさんあります。 て

んびんの一端が， もし 「人のことを考 え

ずに自分の必要だけを考える」というこ

とであれば， もう一端 は 「自分 のことを

考えずに人の必要 だけを考 える」 という

ことになるでしょう。 しか し，結婚 カウ

ンセラーとしての私 の体験 から言 えるこ

とは，そのどち らの考 え方 にも霊的，社

会的問題がひそんでいるということです。

自分 のことしか考えず，常に自分 が正

しいと思い， 自分の したいことだけをし

ていなければ気がすまない人，他人のこ

となどまったく考 えないような人のそば

にいたいと思 う人がいるで しょうか。 そ

のような人は，一方的 に話 すだけで，人

の話 を聞 く耳を持 っていません。 そして

相手の気持 ちなどおかまいなしに「援助」

を申し出はするものの，結局は口先だけ

で，肝心な助けを与えようとはしません。

反対 に，せっかく人 を喜ばせようとし

ながら，利 己的にならないようにと神経

を使いすぎて，疲れ果ててしまう人もい

ます。 この種の人々は，自分 のことはい

つも後回 しにして，家族 や教会の召し，

また隣人や友人のために働 き続 けていま

す。 しか しどんな に強 い人.で もほかの

人々から力をもらわなければならないと

きがあるのです。

相手の望んでいるもの は何か

私たちは人を助ける際に，何 をしてあ

げたいか ということよりも，その人が何

を望んでいるかということに心 を向けな

ければなりません。 たとえば，私 が自分

はよいと思 ってキャンディーを1箱 妻に

贈 っても，彼女 はそれをダイエッ トの妨

げと考 えるかもしれません。また夫の家
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事の手伝 いにして も，それを感謝する女

性 もいれば， 自分の仕事 のじゃまと考え

る女性 もいるのです。

ではどうしたら伴侶が本当に望んでい

ることがわかるのでしょうか。不機嫌な

様子 や感情 を察 したら， こう尋ねてみる

のもいいでしょう。 「何 か困って(イ ライ

ラして，心配 して)い るようだね。 ぽく

でよかったら話 してごらん。」そして助言

や非難の言葉をはさまずに，ひたす ら耳

を傾 けるのです。 ここでは相手の気持 ち

を知ることが第一なのです。伴侶の気持

ちや関心事 をよく理解するには，相手か

ら聞いたことをもう一度 自分な りの言葉

で繰 り返 してみることです。

ここで気をつけなければならないこと

があります。 それは，人 に関心を示すの

は口で言 うほど簡単ではないということ

です。私の場合 ですと，妻が何 か相談 し

たいと思 っているときに， 自分の心配事

で妻の話 に耳 を傾 ける余裕 がないという

ことがよくあ ります。 またとても疲れて

いたり，反対 に話 を聞いてほしいような

状態のときもたびたびあります。 そのよ

うな ときは， 自分の悩みで精一杯で妻の

話 を聞くどころではないという，思いが頭

をもたげることもあ り， その気持ちと戦

わなければな らな くなります。 またいい

加減 に聞き流 して しまいそうになる気持

ちを正 したり，大好 きなテレビ番組 を犠

牲にしなければならない場合 もあ ります。

人のために奉仕 する機会が自分 の都合 の

いいときにやって来ることはめったにあ

りません。 しか しこのような機会は，結
きずな

婚生活の絆を強いものにして くれます。

人は話を聞いてくれる人を求めている

私 は，妻の涙 を不快に感 じ，「泣 くな。

大 したことじゃないよ」 と口走 ってしま

ったことがあ ります。彼女の心の痛みを

考 えずに， 自分 の不快感 を表わ しただけ

のその返答 は，彼女の気持 ちをまったく

無視 したもので した。本心 でなかったと

はいえ，私 は胸 の内を知ってほ しいとい

う彼女の気持ちに全然 こたえていなかっ

自分のことしか考え

考えなのような人の

人がのる～しょうか。

たのです。私が こうした態度 を改めてか

らは，彼女の方 もより率直に気持 ちを打

ち明けるようにな りました。 ほとんどの

場合，人は助言よ りも自分 の話に耳を傾

け，あるがままの自分 を受 け入れて くれ

る人を求めているのです。「人はすべて，

聞 くに早 く，語るにおそく，怒るにおそ

くあるべ きである。」(ヤ コブ1：19)

人 の話に耳 を傾 けるのが最 もむずかし

いのは，相手から怒 りをぶつけられたと

きです。攻撃 され ると人は防衛的 にな り，

怒 りの原因 を理 解 しようとする よりも

「や り返 そう」とする気持 ちにかられ ま

す。 自分 よ りも相手のことを考 えている

か どうかは，相手の気持 ちや必要 に心か

ら耳 を傾 けているかどうかを考 えればわ

か ります。 そのようにすれば，私たちは

もっと人に注意 を払うようにな り， その

人の必要 としている援助 を与えることが

で きるようになるはずです。

しか し自己を捨てて聞き役 に回ること

は大変なことです。変わらなければな ら



ず ，他人の こどな ど

そばに'のた の と∫思 う

ト

ないのが 自分 自身であった り， 自分 の内

面 に嫌 なところがあるのに気づいた りす

るとなおさらです。私 は妻 にこう言われ

たことがあ ります。「何 か意見の食 い違 い

があってふた りで話 しても、 最後 にはと

て もばかにされたような気になるの。」私

はそう言 われて非常 に気分を害 し，すか

さず 「悪 いのは君の方だ」 と反論 しまし

た。 しかし， しば らくして，私 は確 かに

妻 に言われたとおりのことをしている自

分 に気づいたのです。心の痛みを抑えな

がら，私は彼女 の言葉 に耳を傾 けました。

それ以来、ζ・たりの関係 は大きく変 わりま
きよ

した。主 は私 たちが 「親切 と浄 き知識」

(教義 と聖約121：42)と を持 って行動 す

れば， より大 いなる者 となると約束 して

くださっています。

必要 とあらば，激しい不平不満の本当

の原因となっている不安 に目を向け，批

判的な言葉の陰 に隠れた焦燥感 にも耳を

傾けなければなりません。そうしなけれ

ば，話 し合いも問題解決 もできないので
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す 。

問題から逃げる

「面倒 なことにはかかわ りたくない」

とばか りに，相手が問題 としていること

か ら逃げようとするのは，利 己心の現 わ

れ として最 もよくないことのひとつです。

逃 げ場所 は新聞の陰であった り，仕事 や

教会の責任であったり，ふた りにとって

大切 な問題には触れず関係ないことをし

ゃべ りまくるなどいろいろです。私 は，

自分 のことを忘れて妻の喜びや痛みを理

解 しようと努力するなら，人生において

最 も実 り豊かなひ と時を持てるというこ

とを証できます。実際に，私 はこのよう

な経験を通 して，愛 とは 「自分の利益 を

求めない(で)… …真理 を喜 ぶ」(1コ リ

ン ト13：5-6)こ とであると学びまし

、た。

では自分が精神的 に疲れていて，人の

必要 に心 を向け，満 たすだけの余裕がな

い場合は どうでしょうか。次 の3つ の こ

とを頭 に入れておいてください。(1)相手

の必要 としていること，(2)そ の ときのあ

なた自身の限界，(3)あな たの必要 として

いること。 これらはいずれも大切なこと

です。

例をあげてみましょう。最近，4日 間

にわたるスカウトのキヤ ンプから戻 って

来たばか りの私 に，妻が話があると言っ

てきました。私 はとても疲れていて，何

事 にも精神 を集中できないような状態で

した。眠 りにうくまでの間だけで も話を

聞 いてあげられたかもしれません。疲れ

ていて眠 りたいのを理解 して くれない妻

に不平 を言うこともできたか もしれませ

ん。 しかし私 は彼女に，話 をしたいとい

う気持 ちはよくわかるが，疲れ過ぎて十

分 に聞いてあげられないことを率直に伝

えました。そして翌 日特別 に時間 を設け

ることに決めたのです。

できない場合はそのことをはっきり伝え

る

人から援助を求められても，これ以上

の重荷 は負いきれないというときがあり

ます。そのような場合 ははっきりと断わ

るべきでしょう。そういう場合 でも， そ

の人の必要を認め， その時点でのこちら

の限界を伝 え，やさしく断わる必要があ

ります。小 さなことにこたえてあげられ

ない自分 自身を見て，ふがいなさを感 じ

てしまう場合 があるかもしれません。 し

かし私 たちは，いつだれにでも手助けで

きるほどの力は持 ち合わせていないこと

を自覚 しておかなければな りません。大

切 なのは， ひとつの ことを断わるのは，

それ以上 に重要なことを受 け入れ るため

だということです。私 たちはそれをはっ

きりと理解 しておく必要があります。ベ

ンジャミン王 は次 のように言 っています。

「お前たちが……分け与えることを望む。

それは……必要 に従 って肉体 についても

霊について も救助 を施 すことである。

お前たちは注意 してすべてこれらのこ

とが賢 く秩序正 しく行 われ るようにせよ。

人がその力以上 のことをするのはぜひ必

要ではない。」(モ ーサヤ4126-27)

自分 さえよければよいという風潮の こ

の世の中には， 「自分 自身の成長」のため

にとか，仕事あるいは 「もっと大切 な」

人間関係があると言って，家族 をないが

しろにしている人が大勢います。霊的な

導 きを受 けて，破壊的な関係 に終止符 を

打 たなければならないような例 もいくつ

かあ ります。利己的な風潮に流されて，

結婚 や家族 という永遠の観点から見た自

己達成や進歩のためのすばらしい機会 を

逃 している人があまりにも多くいます。

人のために自己を捨 てることを教 えてく

れる最良の場は家庭 です。究極的な自己

達成は，愛と思 いや りを通 してしか手に

することができないのです。□

*ス ティーブ ・F・ ギ リラン ド：結婚カ

ウンセラー， カリフォルニアロング ビー

チワー ド部スカウ トマスター，ロングビ

ーチ州立大学隣接 のインスティテユー ト

部長。
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みたまを求めずに自分の知恵だけに頼 ろうとする人， あ

るいは逆 に， 自分 で努力して知恵を働かせようともせず，

みたまの導きだけを求めている人は， どのようにすればそ

うした状態を改められるで しょうか。

オリヴァ ・カウ ドリがモルモン経の翻訳に失敗 したとき，

主は彼 に深遠な啓示を与えられました。読者の中にもこの

啓示についてよく知 っている方が大勢おられることでしょ

う。
なんじ

「見 よ
，汝 い まだ悟 らず。 汝 はひたす らわれ に願 い し時

は これ を与 え らるるな らん と思 え り。

され ど見 よ， わ れ汝 に告 ぐ， 汝心 の中 に よく思 い計 り，

その後 願 うこ とも し正 しか らば汝願 わ ざるべか らず。願 う

こ と正 しか らば， その時 われ汝 の心 を内 に燃や さん。 これ

に よりて汝 に その正 しきを感 ぜ しむ。

され ども し願 う ところ正 しか らずば， かか る感 な くして

汝 の心 は次 第 に鈍 くな…… らん。」(教義 と聖約9：7-9)

ブ ル ース ・R・ マ ッコ ンキー長老 は これ を，私 た ちに次

の ような責任 が ある ことを意味 してい る， と述 べて います。

「(私た ちは)目 指 す 目標 を達成 す るた め に最善 を尽 くす

・の である
。 その とき，私 たちは与 え られて いる 自由意

志 を使 う。 また，望 み をかな えるため に， 与 え られて いる

あ らゆる力，能力，才 能 を使 うのであ る。 …… これ は自由

意 志 と霊感 のバ ラ ンスが とれて い るよい例 で ある。」(『自由

意 志か，霊 感 か』 「聖徒 の道」1978年5月 号，pp.33，35)

十 二 使徒 定員会会 長 のマ リオ ン ・G・ ロ ムニー長 老 は，

この ふたつの間 のバ ラ ンスをどの ように学 んだか，次 の よ

うに述 べて います。

「私 は問題 に直面 した ら
， まず祈 りの気 持 ち をもってい

めぐ

ろいろな解 決策 を頭 の中で思 い巡 らす。 そ して その 中で最

良 の もの を選 ぶ。 次 に，祈 りに よってその問題 を主 に差 し

出 し，正 しい選択 を した いこ とを告 げ， さ らに 自分 が正 し

い と判 断 した事柄 を告 げ る。 そ して， もし私 の判断 が正 し

けれ ば， か つてオ リヴ ァ ・カウ ドリに約 束 され たよう に胸

の 内を燃や して ください とお願 い する。… …主 のみた まに

よって もたらされ る霊感 と霊感 によ らない 自己 の望 みや希

望 との区別 をは っき り知 るこ とが できれ ば，私 たちは決 し

て過 ちを犯 す ことはな いで あ ろう。」(「ニ ューエ ラ」1975年

10月 ，pp.34-35〉

で は どの よ うにすれば，精 一杯努力 し， みた まの承 諾 を
そな

受ける資格が具わうたということがわかるでしょうか。ま

た実際 にみたまの導 きを受けたことをはっきりと確認でき

るようになるでしょうか。以下 にふたつの極端 な例を紹介

して，人の知恵とみたまの助けとの間の正 しい関係 につい

て明らかにしてみたいと思います。

ふたっの極端な例

最初の極端 な例 として， まったく主に頼 ることをしない
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人があげられます。このようなタイプの人は学者 によく見

受けられますが，自分で自由に考 えることを好み，』絶対的

な真理であってもそれに束縛されることを嫌います。また，

その生活は知的なパ ズルを解 いて過ごしているようなもの

です。教会幹部や地元の教会の指導者の勧告 にもまったく

耳を貸 しません。

この正反対の考 え方 も別の意味で危険です。たぶん私た

ちは， こうしたとらえ方の方により注意 しなければならな

いでしょう。 このような考え方 をする人は次のように思い

ます。「私 はこの教会 が真実の教会であることを知 ってい

る。 しかも，私 は聖霊の賜を受 けている。私は忠実な会員

であるから，みたまの導きを受 けることができる。」そして

この人は問題 に直面するとまず祈 り，最初 に心 に浮かんだ

考えをみたまの導きであると考 えます。 しかし，よく考 え

もしないで心 に浮かんだ答えや解決法 は，単なる思いっき

以上の ものではありません。ただちに答えが与えられる場

合 もあ りますが，それはごくまれであ り，せっぱつまった

場合であることが普通 です。十分考 え尽 くせなかったり，

あるいは常識的な範囲で検討できなかった事柄 に対 して，

「よい気持 ちを感 じた」という理由だけで正 しい方法だと

決めつけてしまうのは，往々にして悪 い結果 をもたらすも

のです。

以上のふたつの極端な例 を心に留めたうえで，私たちが

どのようにして霊的な力 と自分の能力との関係 を正 しく保

っていくことができるのか，いくつかの具体例をあげて話

したいと思 います。

まったく同じ勧告

7年 ほど前，私 は教会の福祉事業部で新任 の部長 として

働 いていました。 そのころ教会は福祉プログラムの歴史的

転換を迫 られていました。世界の情勢に照 らして，プログ

ラムを入念に再検討 する必要があったのです。私は非常に

心を悩 ませ，それに没頭 していました。

導きを求 めて祈 った後，あるすばらしい考 えが心に浮か

びました。私は教会 の幹部 に面会する必要があると思いま

した。そしてその席で，私 は自分の考えてきたことをすべ

て話 し， この問題 について新 しい啓示が必要な時期 に来て

いると思うとつけ加 えました。 それからいすに座 り，メモ

帳を片手に幹部の霊感 された答 えを待ちました。

しかし，幹部のだれからも私が期待 していたような答え

は得 られませんでした。 その代わ りに全員がまったく同じ

ことを私 に言われたのです。「ペイス兄弟，あなたのおっし

ゃるとお りです。私たちには新 しい啓示が必要です。あな

たがそれを受けてください。」私 は教会幹部に提出する案を

まとめるために，さらに一生懸命勉強し，いろいろ調べ，

熟考を重ねなければな りませんで した。
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真理を得るための偉大な方法

勉強 と思索 は私 た ちに対 す る主 のみ こ ころを知 る うえで

欠 かせな いものですが， そ ういった人間 の知 恵 や五感 よ り

も偉大 で確 実 な方 法が あ ります。真理 を知 るた めのあ らゆ

る方法 の中で最 もす ばら しい方法 は， 天 か らもた らされ る

直接 の啓示 で す。

救 いに至 るモル モ ン経 の証 は，歴 史学上， あ るいは考 古

学上 の華 々 しい発 見 によって は決 して得 られ ませ ん。私 た

ちの証 が，聖典 か らでな く，物 証 や歴 史的 な証 明 によ って

もたらされ るものであ るな ら，主 はモ ロナ イに金版 を託 し

私 たちの もとに直接送 られた ことで しょう。

私 が， 自分 の宣教 師時代 に もっ とも恐れ た質 問 は，次 の

ような もので した。 「現在金 版 は どこにあ るのですか。」私

た ちが 「天使 が持 ち帰 りま した」 と答 える と， 彼 らは決 ま

って， やっぱ りそんな ことか， とい う顔 を しました。 当時

の私 は，現在私 が知 って いる事柄 を理解 してはい ませ んで

した。 た とえ今，専 門家 たちが この金 版 を手 に取 り，議論

し， 内容 を調 べ るこ とが できた と して も，依然 として様 々

な意見 の対立 を見 る ことで しょう。 た とえ私 と同僚 が天使

モ ロナイを伴 って一 軒一軒戸別訪 問 す ることがで きた とし

て も， それに よって福 音 を受 け入れ る人の数 が増 える こと

はなか ったで しょう。 だれ で もみ たまの示 しに よらなけれ

ば， 天使 モロナ イを受 け入れ る ことはで きないので す。 ま

してや私 たちの言葉 を信 じる ことなどで きなか ったで しょ

う。

マー テン ・ハ リスが金版 を見 た いと願 った とき， 主 が ジ

ョセフ ・ス ミス に言 われ たこ とを思 い出 して みま しょう。
ことば なん じ

「見 よ
，世 の人々 も しわが言 を信 ぜ ずば， た とえわが汝 に

ゆだ

委ねたるすべてのものを彼 らに示 し得 たりとすとも，彼 ら

は汝すなわちわが僕なるジョセフを信ずる心なかるべ し。」

(教義 と聖約5：7)

モロナイ書10章3-5節 でモロナイが私たちに与 えてく

れた約束以外 に証を得 る方法 はありません。ほかの方法で

は無理なのです。聖霊か らの証は普通 それを受 ける準備 の

できた人々に与えられます。 それは信仰を試すためではな

く，神聖 な みた まの現 われが軽 ん じ られ るこ との ないよ う

にす るためで す。

実 際 に天か らの証 拠 を見た か らといって， その人の心 が

変 わ るわけで はあ りませ ん。 レーマ ンや レ ミュエル は何度
つかい

とな く奇跡 的 な示 しを受 けて います。「そ して，この使 は私

たち にこう語 り終 って立 ち去 った。

ところが， この使 が立 ち去 ってか ら， レー マ ンとレ ミュ

エル はまた も不平 を鳴 ら し始 め 『どうして主 が われわれ の

手 に レー バ ンを引 き渡 す こ とがで き ようか。 レーバ ンは有

力 な人で五十 人 を指揮 す る ことが で きる， いや五十 人 を殺

す こ とさえ もで きる。 それ な らば， どう してわれ われ を殺

せ ないわ けがあ ろうか』と言 った。」(1二 一フ ァイ3：30-

31)

二 一 ファイは兄 たちが なぜ この よう に言 うのか信 じられ

ませ んで した。「また一 人の天使 が あなた たち に語 った こと

も知 って いる。 それ でいて， あな たたち はど うして疑 うこ

とが で きるか。」(1二 一 フ ァイ4：3)私 た ち は， みた ま

を伴 わな い知識 が永遠 の価値 を持 たない具 体例 を， こ こに

見 るこ とがで き ます。

二 一フ ァイは レー マ ンと レミュエル の問題 を次 の よ うに

指摘 してい ます。「あ なたた ちは悪事 をす るの は早 いけれ ど

も， あなた たちの神 であ る主 を思 い起 すの はおそ い。 あな

たた ちは， これ まで に一人の天使 を見，天使 はまたあ なた

礎1

譜麟1"
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たちに言葉 をかけた。まことにあなたたちはその御声 を
しずか

時 々聞 いて いる。 その時 それ は静 な細 い声 で話 した もうた

が， あな たたち はなん らの感 じもなか ったので その御声 を

感 ずる ことがで きなか った。」(1二 一 ファイ17：45)

忍耐が必要です

みたまのささやきを理解 できるように努めなければ，サ

タンは様々な方法で徹底的に私たちを惑わそうとするでし

ょう。ではどのようにすればみたまの導 きを確実 に理解す

ることができるようになるで しょうか。、

まず第1に ，期待 していたとお りに答 えを受けられなか

ったからといって，自分 にはその資格がないなどと思わな

いことです。そのときはみたまを受 けたと思っていたのに，

後がうまくいかなくて，結局思い違 いだったという経験は

ないでしょうか。その反対 に，後で思い返すと確かにみた

まの導 きを受けていたはずなのに， そのときは見過 ごして

しまったということもあるで しょう。スキーなら忍耐強 く

練習するのに，みたまを識別する場合 にはそれができない

ようです。 ゲレンデならころんでもすぐ立 ち上がるし，が

っカッ することもなく何度でも挑戦 します。 しかし，一度

でもみたまの導きを見分 けることができないと，罪悪感に

陥 り，努力することをやめてしまいます。霊的な体験 はそ

れほど簡単 にできるものではないのです。大丈夫，気 を落

とさずに努力を続けてください。

プロのスポーツ選手になるのにも，何年 も練習を積み重

ねなければなりません。まして一晩で霊的な体験 ができる

ようになるはずがありません。

ジョセフ・スミスは次のように言 っています。「人は啓示

のみたまの最初のささやきを自覚 レただけで祝福 を受ける。

たとえば聖い知識が心 に流れ込むのを感 じたときチあなた
せんこう

方 の心 にはいろ いろな考 えが 閃光 の よ うに次 か ら次へ と浮

かんで くるだろ う。 そ して それが その 日の うちに， あるい

は間 もな く実現 す るのであ る。 すな わち神 の みた まによ り

あなたがた の心 に示 された事 柄 はそ の とお りにな る。 そ し 、

て神 φ みた まが どの ような ものか を知 り，理解 ず るとき，

あなたが たは啓 示の原則 を自分 の もの として進歩 し， やが ド

てキ リス ト ・イエ スに ありて完全 な者 にな るで あ ろう。ゴ

(「予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教 え」p.151)

特 に，「あ なたがた は啓示 の原則 を 自分 の もの と して進歩

し」 とい う箇所 に注 意 して ください。バ スケ ッ トボールで 一

上達 するに は，数 え きれ ないほ ど シュー トの練 習 を します。1

こ うして成功 と失敗 の体 験 を重ね なが ら，選手 はボールが 一

手 を離れ た瞬間， それが ゴール に入 るか どうかがわか るほ

どの優れ た能 力 を獲得 す るのです。

霊 にかかわる事 柄 で も， それが みた まによって もた らさ

れたのか， それ ともサタ ンが巧妙 に忍 び込 ませ た もの なの

か，単 に私 たちの心 の中 にあ骨願 いの現 われ なのか
， はっ

きりと見分 けることが必要です。皆さんの中で，rガー、ルフ

レン ドに向かって 「君がぼくの結婚相手だという啓示を受

けたよ」 と言ったことのある人はどれ くらいいるでしょう

か。 ときとしてそれが啓示ではなく，単なる願望でしかな

い場合があります。 もしそのような気持 ちを感 じたら，次

のようなテス トをしてみるとよいで しょう。彼女 に結婚を

申し込むのです。もし彼女の答 えが肯定的なものであれば，

あなたは正 しかったことになります。反対 に答 えが否定的

、なものであれば，あなたは間違 っていたのです。しかし，

あなたが感 じた霊的な確信は心の中にととどめておいてく

ださい。彼女 も自分 自身のために啓示 を受けることができ

るのですから。

みたまによって確認を受けるときにはどのような感 じが

するでしょうか。それはモルモン経を読んでいるときに感

じる気持ちと同 じであ り，両親や大切 な友達 と神聖な事柄

について話 をしているときに感じる気持ちと同じです。そ

のような気持 ちを感 じて，それに従 えるように努力 してく

ださい。

簡単でしかも確実 に成功する方法があれば，皆さんにお

話 ししているでしょう。 しか し，私たちを取 り巻 く状況は

刻々と変化 しています。同じ方法でいつもうまくいくとは

限 りません。みたまをよく受 けられる日もあれば， そうで

ない日もあ ります。ときには気持 ちが落ち込みやすい日も

あるでしょう。それでも，あらゆるものが変化する中でた

ったひとつ変わらないものがあります。みたまは真理 だけ

を証するということです。

なかなかみたまを感 じられないと言う人は，次のように

自問 してみてください。

1.戒 めに忠実に生活 しているだろうか。

2.聖 典を学び，霊性 を高めようとしているだろうか。

3.真 心から祈 っているだろうか。

4.あ らゆる努力を払い，十分 に吟味 した結論 をもって，

5.

6.

主に尋ねるようにしているだろうか。

「心が次第に鈍くなる」ということがどのような意味

・か理解 しているだろうか。

「みこころが行なわれますように」と心から正直 に願

い， 自分 の望みどおりの答えが得 られなくてもそれ

を受け入れるだけの心構 えがあるだろうか。

霊 に関 して学 ぶ時間 を惜 しんではな りません。 セ ミナ リ

ーや イ ンス ティテ ユー トで学 ぶこ とも大切 です。 しか し，

私 が ここで言 う 「霊 に関 して学 ぶ時間」 とは，啓示 を識別

し， それを得 る方法 を身 につ けるため の時間で す。 このた

め には一 生努力 が要 求 され ます。 しか し，祝福 を受 けるの

にセ ミナ リーやイ ンステ ィテユー トの よ うに卒業 まで待 つ

必要 はあ りませ ん。 自分 の知 識 とみ たまの ささや きとの間

に正 しい関係 を保 とう と努力 し始 め るな ら， ただ ちに報 い

が得 られ るで しょう。 □
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